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東
京
都
ʗ
ற
車
ス
ϖ
ー
ス
提
供
事
業

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
実
行
̥
̬
̜
始
動

６
支
部
が
合
同
就
職
આ
明
・
面
接
会

東
京
ト
ラ
ッ
ク
業
ք
新
年
ަ
׻
会
を
開
࠵

全
ト
協
、ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ
へ
ܾ
議

２２４５７

国
౔
ަ
通
ল
は
、
す
べ
て

の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

を
対
象
に「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
適
正
原
価
に
関
す
る

実
ଶ
調
査
」
を
実
施
し
て
い

る
。
回
౴
ظ
ݶ
は
２
月
20
日

ま
で（
ྶ
ᐰ
車
を
除
く
ಛ
घ

車
྆
は
同
27
日
ま
で
）。

本
調
査
は
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
改
正
の
झ
ࢫ

を
౿
ま
え
、
適
正
原
価
の
設

定
に
当
た
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
原
価
ߏ
଄
の
実

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
੮
に
ジ
Ỿ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
μ
の
͵
い
ぐ

る
み
が
座
っ
て
い
る
デ
ザ
イ

ン
。
࿩
題
ੑ
の
あ
る
Ϗ
ジ
ュ

ア
ル
を
通
じ
て
ୈ
１
回
に

続
き
、「
運
転
੮
」を
あ
え
て

「
ૢ
ॎ
੮
」と
ද
現
し
、高
い

東
ト
協
は
１
月

24
・
31
日
෇
の『
ಡ

売
新
ฉ
』（
都
内
・
多

摩
൛
）に
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
ք
が
抱
え

る
ト
ラ
ッ
ク
・
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
実
情

を
ૌ
え
、
新
た
な
人

ࡐ
確
保
を
ݺ
び
か
け

る
３
ि
連
続
シ
リ
ー

ζ
全
面
޿
ࠂ
の
ୈ

２
・
３
஄
を
ܝ
ࡌ
し

た（
写
真
）。

ୈ
２
回
の
޿
ࠂ
は

「
ࠊ
を
ਾ
え
る
な
ら
、

ト
ラ
ッ
ク
の
ૢ
ॎ

੮
。」
を
メ
イ
ン
Ω

Ỿ
ッ
チ
コ
ϐ
ー
に
、

ઐ
໳
ੑ
を
࣋
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
φ
ル
な
仕
事
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
印
象
づ
け
て
い

る
。Ϙ

デ
ỹ
コ
ϐ
ー
で
は
、
ۙ

年
、
ਙ
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
大
Ӎ
な
ど
の
ࡂ
害

を
ς
ー
マ
に
、
物
流
事
業
者

が
ࡂ
害
෮
چ
や
෮
ڵ
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
現
状
に
৮

れ
つ
つ
、「
ز
度
と
な
く
܁

り
ฦ
さ
れ
る
と
、
当
વ
、
人

手
も
足
り
な
く
な

り
ま
す
。」と
、ਂ

ࠁ
化
し
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
・
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
の
実
情

を
ૌ
求
。「
日
本

と
い
う
国
に
は
エ

ッ
セ
ン
シ
Ỿ
ル
・

ワ
ー
カ
ー
が
ܽ
か

せ
な
い
。」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

通
じ
て
、
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
が
果
た
す

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会（
ਫ
野
ޭ

会
௕
）は
２
月
１

日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ
７
階
大

会
議
ࣨ
で
、ྩ
和
７
年
度「
ト

ラ
ッ
ク
の
日
」
ࣇ
ಐ
ֆ
画
作

品
コ
ン
ς
ス
ト
ද
জ
ࣜ
を
開

࠵
し
た
。
会
場
に
は
、
安
全

や
環
境
、
感
謝
の
気
࣋
ち
、

ະ
来
や
ເ
な
ど
、
྘
φ
ン
バ

ー
ト
ラ
ッ
ク
に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
ඳ
い
た
子
ど
も
た
ち

の
作
品
が
展
ࣔ
さ
れ
、
来
場

さ
れ
た
保
ޢ
者
や
Ո
଒
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
関
係
者

に
そ
の
思
い
を
఻
え
た
。

ද
জ
ࣜ
に
は
、
入
৆
ࣇ
ಐ

と
そ
の
保
ޢ
者
ら
が
出
੮
。

最
༏
ल
৆（
東
京
運
輸
支
ہ

௕
৆
）の
前
ా
果
า
さ
ん（
品

川
区
立
浜
川
小
学
校
）を
は

東
ト
協
は
２
月
1ÿ
日
か

ら
、
東
ト
協
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ

（
̝
̥
）で
ྩ
和
８
年
度
・

ୈ
47
回「
東
ト
協
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
ς
ス
ト
」
の
出
場

選
手
ड
෇
を
開
始
す
る
。
ड

෇
ظ
間
は
３
月
1ÿ
日
ま
で
。

同
コ
ン
ς
ス
ト
は
、
ܯ
ࢹ

庁
ަ
通
部
と
の
共
࠵
に
よ

り
、
安
全
運
転
等

に
関
す
る
知
識
・

ٕ
ೳ
の
޲
上
と
、

都
民
に
信
པ
さ

れ
る
プ
ロ
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
の
意

識
高
揚
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も

の
。
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
主
࠵
の
ୈ

üÿ
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

ς
ス
ト（
予
定
）に
出
場
す

る
東
京
都
代
ද
選
手
の
選
考

を
݉
Ͷ
て
行
う
。

ࡢ
年
の
ୈ
ü7
回
大
会
で

は
、
東
京
都
代
ද
選
手
は
上

位
入
৆
を
ಀ
し
た
も
の
の
、

全
国
か
ら
ू
ま
る
プ
ロ
ド
ラ

イ
バ
ー
と
、
日
々
の
業
務
で

ഓ
っ
た
安
全
運
転
等
の
知

識
・
ٕ
ೳ
を
ڝ
い
合
う
و
ॏ

な
機
会
と
な
っ
た
。
東
ト
協

で
は
、
日
本
一
の
ӫ
ף
を
目

ࢦ
し
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
ੵ
ۃ
的
な
参
加
を
ݺ
び
か

け
て
い
る
。
開
࠵
֓
要（
日

程
・
会
場
）は
、次
の
通
り
。

ở
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
Ỡ

４
月
23
日（
໦
）
13
時
30

分
か
ら
ड
෇
、
14
時
1ü
分
ڝ

ٕ
開
始
ʗ
東
ト
૯
合
会
ؗ

（
新
宿
区
࢛
谷
３
の
１
の
８
）

˞
中
止
の
場
合
は
４
月
27
日

（
月
）に
Ԇ
ظ

ở
࣮
Պ
ڝ
ٕ
Ỡ

５
月
31
日（
日
）
①
ト
レ

ー
ラ
部
໳
・
ঁ
ੑ
部

໳（
ト
レ
ー
ラ
選
୒

者
）８
時
か
ら
ड
෇
、

８
時
20
分
開
始
、
②

一
ൠ
部
໳
・
ঁ
ੑ
部

໳（
２
Ἁ
・
４
Ἁ
・

11
Ἁ
選
୒
者
）
10
時
か
ら
ड

෇
、
11
時
開
始
ʗ
ܯ
ࢹ
庁
෎

中
運
転
໔
許
ࢼ
ݧ
場（
෎
中

ࢢ
多
ຏ
町
３
の
１
の
１
）
˞

中
止
の
場
合
は
学
Պ
ڝ
ٕ
の

成
੷
に
よ
り
༏
উ
者
を
ܾ
定

ở
ද
জ
ࣜ
Ỡ

６
月
８
日（
月
）
14
時
30

分
か
ら
ड
෇
、
1ü
時
開
始
ʗ

東
ト
૯
合
会
ؗ

ở
ڝ
ٕ
෦
໳
Ỡ

一
ൠ（
２
Ἁ
・
４
Ἁ
・
11

Ἁ
）・
ঁ
ੑ
・
ト
レ
ー
ラ
の

５
部
໳

˞
一
ൠ
２
Ἁ
部
໳
は
、
東

ト
協
大
会
の
み
の
開
࠵

˞
֤
部
໳
の
参
加
者
が
ෳ

਺
名（
２
人
以
上
）に
満
た
な

い
場
合
は
、
該
当
し
た
部
໳

の
ڝ
ٕ
、
ද
জ
、
全
国
大
会

へ
の
選
手
推
ન
は
行
わ
な
い

˞
ঁ
ੑ
・
ト
レ
ー
ラ
部
໳

に
ਃ
し
込
む
事
業
者
は
、
同

部
໳
の
参
加
ਃ
込
１
人
に
つ

き
、
実
施
要
ߝ
で
定
め
る
参

加
ਃ
込
上
ݶ
を
１
人
ず
つ
௥

加
で
き
る

ở
ද
জ
Ỡ

˜
ݸ
人
ද
জ

全
ڝ
ٕ
部
໳
を
通
じ
た
最

༏
ल
者
と
֤
部
໳
༏
উ
者
の

ほ
か
、
֤
部
໳
上
位
５
位
ま

で
を
ද
জ

˜
事
業
所
ද
জ

最
༏
ल
者
の
所
ଐ
事
業
所

を
ද
জ

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
協
̝
̥
ま

た
は
ಉ
෧
ͷ
ν
ϥ
γ
を
参

র
。˜

問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
ަ
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

じ
め
、
༏
ल
৆
・
Ղ
作
入
৆

の
ࣇ
ಐ
21
人（
う
ち
1ü
人
出

੮
）に
、ද
জ
状
と
෭
৆（
図

ॻ
カ
ー
ド
）が
ଃ
ら
れ
た
。

今
年
度
の
コ
ン
ς
ス
ト
に

は
、
都
内
の
小
学
校
な
ど
か

ら
５
３
７
点
の
応
ื
が
あ

り
、
ࣇ
ಐ
ֆ
画
作
品
コ
ン
ς

ス
ト
選
考
小
ҕ
һ
会
に
よ
る

審
査
・
選
考
の
݁
果
、
最
༏

ल
৆
の
東
京
運
輸
支
ہ
௕
৆

（
１
点
）、༏
ल
৆（
௿
・
中
・

高
学
年
の
部
֤
３
点
の
ܭ
９

点
）、
Ղ
作（
11
点
）が
ܾ
定

し
た（
ೖ
৆
ऀ
ɾ
ೖ
৆
࡞
඼

͸
１
月
10
日
号
ʹ
ܝ
ࡌ
）。

開
࠵
に
当
た
り
、
ਫ
野
会

௕
は「
ど
の
作
品
も
大
変
৳

び
や
か
で
μ
イ
φ
ϛ
ッ
ク
に

ඳ
か
れ
て
お
り
、感
動
し
た
」

と
感
૝
を
ड़
べ
る
と
と
も

に
、「
྘
φ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
は
、
生
活
に
必
要
な
さ
ま

͟
ま
な
ՙ
物
を
、
環
境
に
༏

し
く
安
全
に
運
ん
で
い
る
」

と
આ
明
。
４
月
か
ら
自
転
車

の
ަ
通
ル
ー
ル
が
変
わ
る
こ

と
に
も
৮
れ
、「
ル
ー
ル
を

क
り
、
正
し
く
自
転
車
に
৐

っ
て
、
事
ނ
に
ૺ
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
ݺ

び
か
け
、「
օ
さ
ん
の
生
活

を
क
る
大
切
な
ՙ
物
を
運
ん

で
い
る
྘
φ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ଃ
っ
た
。

続
い
て
、
東
運
支
ہ
の
৫

ా
ཅ
一
支
ہ
௕
が
、「
օ
さ

ん
の
૝
૾
力
と
、
そ
れ
を
ද

現
す
る
૑
଄
力
が
素
੖
ら
し

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
こ
と
を
૝
૾
し
、
૑
଄
し

な
が
ら
、
さ
ま
͟
ま
な
こ
と

に
チ
Ỿ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
。
こ
の
コ
ン
ς
ス
ト
が
ަ

通
安
全
や
環
境
保
全
に
つ
な

が
る
こ
と
を
ظ
଴
し
て
い

る
」と
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

ද
জ
で
は
、
ਫ
野
会
௕
が

Ղ
作
入
৆
者
を
ද
জ
。
༏

ल
৆
は
、
東
ト
協
会
௕
৆
を

ਫ
野
会
௕
、
޿
報
・
情
報
ҕ

һ
௕
৆
を
鎮
目
ོ
༤
ҕ
һ
௕

（
෭
会
௕
）、
運
輸
安
全
ҕ
һ

௕
৆
を
中
村
ࠀ
හ
෭
ҕ
һ
௕

が
そ
れ
ぞ
れ
त
༩
。
最
༏
ल

৆
は
、
৫
ా
支
ہ
௕
が
ଃ
ఄ

し
た
。

最
༏
ल
৆
を
ड
৆
し
た
前

ా
さ
ん
は
、
࢘
会
者
の
質
問

に「
う
れ
し
い
で
す
」
と
ت

び
を
఻
え
、
ト
ラ
ッ
ク
が
通

っ
た
後
に
Ֆ
が
࡙
く
と
い
う

૝
૾
力
๛
か
な
作
品
に
つ
い

て
、「
お
Ֆ
が
޷
き
な
の
で
、

お
Ֆ
を
࡙
か
せ
る
ト
ラ
ッ
ク

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

た
」
と
ड़
べ
、
Ֆ
を
ඳ
く
際

に
໖
๮
を
࢖
っ
た
ア
イ
デ
ア

も
൸
露
し
、
૑
଄
力
あ
;
れ

る
作
品
と
な
っ
た
。

ද
জ
後
に
は
、
入
৆
ࣇ
ಐ

が
ਫ
野
会
௕
や
৫
ా
支
ہ
௕

を
は
じ
め
、
来
ෂ
と
と
も
に

記
念
ࡱ
Ө
を
行
っ
た
。

な
お
、同
コ
ン
ς
ス
ト
は
、

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ަ
通
Ҩ
ࣇ

等
ॿ
成
ࡒ
ஂ
と
の
共
࠵
、
東

運
支
ہ
、
東
京
都
ڭ
育
ҕ
һ

会
、
̣
̥
̤
法
人
東
京
都
子

ど
も
会
連
合
会
の
後
援
、
̩

̤
̠
̮
̤
̛
̢
の
協
力
に

よ
り
開
࠵
。

社
会
的
役
ׂ
を
ࣔ
し
た
。

ୈ
３
回
の
޿
ࠂ
は
、「
ผ

の
Ω
Ỿ
リ
ア
を
ੵ
み
ま
せ
ん

か
。」の
一
言
と
と
も
に
、Ω

Ỿ
リ
ー
バ
ッ
ά
と
大
ܕ
ト
ラ

ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
を
ฒ
べ
た
デ

ザ
イ
ン
で
、
྆
者
の
タ
イ
ヤ

の
大
き
さ
を
対
ൺ
さ
せ
る
こ

と
で
、
Ω
Ỿ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

選
୒
ࢶ
と
し
て
プ
ロ
ト
ラ
ッ

ク
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
提
案
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

「
自
ら
の
意
思
で
や
っ
て

み
た
い
仕
事
に
ඈ
び
こ
ん

で
、
人
生
を
一
า
ず
つ
切
り

ͻ
ら
く
。
さ
て
、あ
な
た
は
、

あ
な
た
ご
自
਎
の
現
在
地
に

満
足
し
て
い
ま
す
か
。
ほ
ん

と
う
に
。」
と
の
問
い
か
け

に
加
え
、
東
ト
協
会
һ
事
業

者
の
求
人
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
ೋ
次
ݩ
コ
ー
ド
を
ܝ

ࡌ
。
そ
の
上
に
は「
職
業
の

選
୒
ࢶ
の
ͻ
と
つ
に
ͥ
ͻ
物

流
業
ք
を
。」と
ܝ
げ
、新
た

な
人
ࡐ
の
ื
ू
を
ݺ
び
か
け

て
い
る
。

ଶ
を
೺
Ѳ
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
お
よ
び
東
ト
協
は
、
適
正

原
価
の
設
定
に
޲
け
た
作
業

に
は
、
多
く
の
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
の
原
価
デ
ー
タ

の
ू
約
が
不
可
ܽ
で
、
回
౴

が
義
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、会
һ
事
業
者
に
対
し
、

調
査
へ
の
協
力
を
ݺ
び
か
け

て
い
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
同
調
査
̬
̴
̱

α
イ
ト
を
参
র
。
調
査
に
関

す
る
̦
ˍ
̖
や
、
解
આ
動
画

を
公
開
し
て
い
る
。

ಡച৽ฉશ໘ࠂ޿ୈ ɾ̎̏ ஄౦ト協新
た
な
人
材
募
集
呼
び
か
け

࠷
༏
ल
৆
͸
前
ా
Ռ
า
͞
Μớ
඿
઒
খ
ֶ
ߍ
Ờ

緑ナンバートラックへの思いが作品に

ද
জ
ࣜ

̒
݄
̔
೔

࣮

Պ

̑
݄
úø
೔

ֶ

Պ

̐
݄
ùú
೔

２
月
18
日
か
ら

出
場
選
手
受
付
開
始

ࣇ
ಐ
ֆ
ը
ί
ϯ
ς
ε
τ
ද
জ
ࣜ

౦
τ
ڠ

７
年
度

ドラコン౦ト協
ୈûþճ

回
答
期
限
２
月
20
日ớ
ಛ
घ
ं
྆
2þ
日
Ờ

ద
ਖ਼
ݪ
Ձ
ʹ
ؔ
͢
Δ

࣮
ଶ
ௐ
ớࠪ
ٛ
຿
Ờ

国交省

ϓ
ϩ
υ
ϥ
Π
ό
ー
日
ຊ
Ұ
΁
の
ొ
ཾ
໳



ୈ1���号 ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̎ ݄��೔ （ � ）૯ 合

企画部 事業グループ

ܯ
ࢹ
庁
ަ
通
部
௕
に
、
１

月
23
日
෇
で
ԕ
౻
ݦ
࢙
ࢯ

（
௕
࡚
県
ܯ
࡯
本
部
௕
）が

就
任
し
た
。

ԕ
౻
ݦ
（࢙
え
ん
ど
う
・

け
ん
じ
）
ࢯ

平
成
７
年
東

京
大
学
経
済
学
部
ଔ
業
。
同

年
ܯ
࡯
庁
入
庁
。
福
Ҫ
県
ܯ

࡯
本
部
௕
、
ܯ
࡯
庁
௕
׭
׭

๪
ڭ
ཆ
ް
生
課
௕
、
内
ֳ
෎

大
ਉ
׭
๪
݉
内
ֳ
׭
๪
内

ֳ
審
議
）׭
内
ֳ
情
報
調
査

ࣨ
）、
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
理
事
、
௕
࡚
県
ܯ
࡯

本
部
௕
を
ྺ
任
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
29
日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ

で
ୈ
１
回「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
６

東
京
都
は
１
月
2ÿ

日
か
ら
、
物
流
効
率

化
に
޲
け
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト「
東
京
物
流

Ϗ
ζ
」
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
ՙ

さ
ば
き
を
目
的
と
し

た
貨
物
車
用
ற
車
ス

ϖ
ー
ス
の
無
ঈ
提
供

を
開
始
し
た（
ຊ
号
ʹ
Ҋ
಺

ν
ϥ
γ
ಉ
෧
）。

「
東
京
物
流
Ϗ
ζ
」
で
は

こ
れ
ま
で
、「
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
策

と
し
て
、
再
഑
ୡ
࡟
ݮ
を
は

じ
め
と
す
る
物
流
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
都

は
、
東
京
の
活
動
を
支
え
る

ަ
通
・
物
流
ω
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
さ
ら
な
る
ڧ
化
を「
２
０

５
０
東
京
戦
ུ
」
の
一
つ
に

位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
一

実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
Ω

ン
ά
ά
ル
ー
プ（
̬
̜
）
会

議
」（
̬
̴
̱
併
用
）を
開
࠵

し
た
。

フ
ェ
ス
タ
実
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
৿
本
উ

໵
෭
会
௕（
運
輸
安
全

ҕ
һ
௕
）が
引
き
続
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
μ
ー
を
務

め
、
̬
̜
リ
ー

μ
ー
は
ᖒ
഼
३

ࢯ
、
α
ブ
リ
ー

μ
ー
は
ௗ
ϊ
ւ

学
・
高
橋
ӹ
Ӵ

྆
ࢯ
が
୲
当
す

る
。ᖒ

഼
̬
̜
リ

ー
μ
ー
は
、「
フ

ェ
ス
タ
２
０
２

６
開
࠵
に
޲

け
、
̬
̜
リ
ー

環
と
し
て
本
事
業
を
展
開
す

る
。
都
内
で
は
、
貨
物
ू
഑

中
の
貨
物
車
の
ற
車
場
所
確

保
が
ࠔ
೉
な
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ԁ
׈
な
ू

഑
の
実
現
に
޲
け
、
今
年
度

も
ற
車
ス
ϖ
ー
ス
の
無
ঈ
提

供
を
実
施
す
る
。

利
用
場
所
は
、
ࣳ
大
໳
ೋ

ஸ
目
ற
車
場（
ߓ
区
ࣳ
大
໳

２
の
13
）で
、
車
྆
の
大
き

さ
に
よ
り
１
台
ま
た
は
２
台

が
利
用
で
き
る
。
利
用
時
間

は
ޕ
前
８
時
か
ら
ޕ
後
10
時

ま
で
。
利
用
の
目
安
時
間
は

１
回
当
た
り
約
4ü
分
。

利
用
ࢿ
格
は
、
一
ൠ
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
を

ಘ
て
い
る
、
ま
た
は
ܰ
貨
物

自
動
車
運
送
業
に
ొ
࿥
し
て

い
る
事
業
者
の
う
ち
、
都
内

に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
企

μ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
ࡢ
年
の
理
事
会
で
ঝ
認

さ
れ
た
フ
ェ
ス
タ
開
࠵
の
方

針
に
Ԋ
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。
̬
̜
立
ち
上
げ
時
点
で

は
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
の
メ

ン
バ
ー
が
全
һ
ཹ
任
し
て
い

る
が
、
ক
来
を
見
ਾ
え
、
新

し
い
メ
ン
バ
ー
を
加
え
な
が

ら
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」と
ड़
べ
た
。

議
事
で
は
、
̬
̜
メ
ン
バ

ー
の
確
認
に
続
き
、
開
࠵
日

を
ै
来
の
日
༵
日
開
࠵
か
ら

変
ߋ
し
、９
月
12
日（
౔
）と

す
る
こ
と
を
ܾ
定
。
ൖ
入
な

ど
の
準
備
作
業
は
前
日
の
11

日
か
ら
実
施
し
、
ఫ
収
作
業

は
12
日
に
׬
了
さ
せ
る
日
程

と
し
た
。会
場
は
ࡢ、
年
と
同

様
、
ौ
谷
区
の
代
々
໦
公
Ԃ

の
野
外
ス
ς
ー
ジ
、
イ
ベ
ン

業
、
も
し
く
は
都
か
ら
利
用

を
認
め
ら
れ
た
企
業
お
よ
び

事
業
者
。
あ
わ
せ
て
、
都
が

推
進
す
る「
物
流
効
率
化
の

取
組
み
」の
झ
ࢫ
に
ࢍ
同
し
、

利
用
ル
ー
ル
を
९
क
す
る
こ

と
が
৚
݅
と
な
る
。

利
用
可
ೳ
車
྆
は
、
事
前

に
都
に
利
用
ొ
࿥
ਃ
੥
を
行

っ
た
事
業
者
ま
た
は
企
業
の

ト
޿
場
、
ケ
ヤ
Ω
ฒ
໦
を
確

保
し
て
い
る
と
આ
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
フ
ェ
ス
タ
の

メ
イ
ン
ς
ー
マ「
਌
子
で
体

ݧ

安
全
と
環
境
」
に
つ
い

て
審
議
。
メ
イ
ン
ς
ー
マ
は

継
続
す
る
一
方
、
α
ブ
ς
ー

マ
は
、
̬
̜
メ
ン
バ
ー
の
意

見
を
ू
約
し
た
上
で
改
め
て

ܾ
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
の
実
੷

を
ベ
ー
ス
に
開
࠵
ま
で
の
段

取
り
を
確
認
し
た
。

開
࠵
内
容
に
つ
い
て
৿
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
μ
ー

は
、「
理
事
会
で
ঝ
認
さ
れ

た
予
ࢉ
や
規
໛
の
ॖ
小
を
౿

ま
え
、支
部
参
加
の
事
業
者
、

本
部
・
支
部
職
һ
、
関
係
者

な
ど
の
ෛ
୲
ܰ
ݮ
を
図
る
た

め
、
フ
ェ
ス
タ
の
コ
ン
パ
ク

車
྆
で
、対
象
は
次
の
通
り
。

ʓ
１
台
利
用

小
ܕ
自
動
車（
ワ
ン
Ϙ
ッ

ク
ス
、
ラ
イ
ト
バ
ン
な
ど
）、

小
ܕ
ト
ラ
ッ
ク（
２
Ỗ
３
Ἁ

車
）、中
ܕ
ト
ラ
ッ
ク（
４
Ἁ

車
）
˞
最
大
ੇ
法
ʗ
全
௕
９

㍍
以
下
、
全
෯
２
・
５
㍍
以

下
、全
高
３
・
５
㍍
以
下

ʓ
２
台
利
用

ܰ
貨
物
車（
ܰ
ワ
ン
Ϙ
ッ

ク
ス
な
ど
）
˞
最
大
ੇ
法
ʗ

全
௕
３
・
４
㍍
以
下
、
全
෯

１
・
4ÿ
㍍
以
下

利
用
に
当
た
っ
て
は
、「
東

京
物
流
Ϗ
ζ
」
ホ
ー
ム
ϖ
ー

ジ（
ࠨ
ه
ೋ
࣍
ݩ
ί
ồ
υ
）か

ら
の
事
前
ొ
࿥
が
必
要
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
京

都
都
ࢢ
整
備
ہ
都
ࢢ
基
盤
部

ަ
通
企
画
課（
ὸ
03
・
５
３

８
８
・
３

２
８
３
）

ト
化
と
リ
χ
ュ
ー
ア
ル
を
目

ࢦ
す
。
今
後
も
フ
ェ
ス
タ
開

࠵
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、

新
し
い
ܗ
で
の
フ
ェ
ス
タ
を

検
౼
し
、
次
の
世
代
に
つ
な

東
ト
協
食
ྐ
ઐ
໳
部
会
࠭

౶
ҕ
һ
会（
ௗ
ϊ
ւ
学
ҕ
һ

௕
）、ถ
ࠄ
ҕ
һ
会（
Ѩ
部
行

信
ҕ
һ
௕
）、
ഴ
・
ค
ҕ
һ

国
౔
ަ
通
ল

は
、
改
正
貨
物

自
動
車
運
送
事

業
法
の
施
行
に

伴
い
、
同
法
施

行
規
ଇ
等
の
一

部
を
改
正
す
る

ল
ྩ
案
を
取
り

ま
と
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
に
よ
る
意
見
ื
ू
を
行

っ
て
い
る
。

改
正
す
る
ল
ྩ
案
で
は
、

貨
物
利
用
運
送
事
業
者
に
係

る
運
送
ܖ
約
క
݁
時
の
ॻ
面

ަ
෇
義
務
の
整
備
を
は
じ

め
、
一
定
規
໛
以
上
の
事
業

者
に
運
送
利
用
管
理
規
程
の

作
成
・
届
出
を
義
務
෇
け
る

規
定
を
新
設
。
ま
た
、
ݩ
੥

事
業
者
に
よ
る
実
運
送
体
制

管
理
฽
の
作
成
・
保

ଘ
義
務
の
明
確
化
な

い
で
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

ブ
ー
ス
運
Ӧ
で
は
、
支
部

や
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
参

加
を
原
ଇ
求
め
な
い
こ
と
と

し
、
本
部
企
画
へ
の
人
һ
೿

会（
ߐ
ా
३
一
ҕ
һ
௕
）は

２
月
３
日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ

で「
関
東
運
輸
ہ
自
動
車
ަ

通
部
貨
物
課
の
ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
メ
ン
と
の
意
見
ަ
׵

会
」
を
開
࠵
し
た
。
意
見
ަ

׵
会
に
は
֤
ҕ
һ
会
ҕ
һ
の

ほ
か
、̜
メ
ン
２
人
が
参
加
。

食
ྐ
ઐ
໳
部
会
の
֤
ҕ
һ
会

メ
ン
バ
ー
が
一
ಊ
に
会
し

た
。開

࠵
に
当
た
り
、
ௗ
ϊ
ւ

ҕ
һ
௕
は「
食
ྐ
ઐ
໳
部
会

に
所
ଐ
す
る
事
業
者
は
、
೉

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
伴
う
実
務
ෛ
୲

の
程
度
や
対
象
事
業
者
の
範

囲
、
記
ࡌ
事
߲
の
具
体
ੑ
に

つ
い
て
、
事
業
者
か
ら
の
意

見
提
出
が
求
め
ら
れ
る
。

意
見
提
出
は
̴
㏯̜
̾
ͅ

ݣ
の
協
力
を
求
め
る
方
針
と

し
た
。
た
だ
し
、
参
加
を
ر

๬
す
る
支
部
に
対
し
て
は
、

ブ
ー
ス
の
確
保
や
運
Ӧ
支
援

を
行
う
。

ՙ
役
を
は
じ
め
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
֤
ҕ
һ
会
で
活
動
し
て
き

た
が
、
初
の
合
同
開
࠵
と
な

っ
た
。
業
ଶ
ご
と
の
現
状
を

̜
メ
ン
に
௚
接
఻
え
、
今
後

は
原
料
輸
送
に
ܞ
わ
る
者
と

し
て
意
見
ަ
׵
を
ॏ
Ͷ
な
が

ら
、
よ
り
ྑ
い
輸
送
に
つ
な

げ
た
い
」と
ड़
べ
た
。

意
見
ަ
׵
会
で
は
、
̜
メ

ン
か
ら
活
動
内
容
の
આ
明
を

ड
け
た
後
、
֤
ҕ
һ
か
ら
の

質
問
に
౴
え
る
ܗ
で
進
行
。

೉
ՙ
役
や
食
ྐ
業
ք
の
商
׳

श
な
ど
、
業
ଶ
ಛ
有
の
課
題

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
ަ
׵

が
行
わ
れ
た
。

の
入
力
フ
Ỽ
ー
ム
の
ほ
か
、

メ
ー
ル
や
̛
̖
̭
、
༣
送
で

も
ड
け
෇
け
て
い
る
。
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
に
̴
㏯̜
̾
ͅ
該
当
ϖ

ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
ܝ
ࡌ
し

て
い
る
。

ೋ࣍ݩίーυ

ԕ౻ࢯ

ަ
௨
෦
௕
ʹ
ԕ
౻
ࢯ

ܯ
ࢹ
ி

౦ژ౎

ϑΣελϦχϡʔΞϧへ࢝動

ϑ
ỻ
ε
λ
２
̌
２
̒

࣮
ߦ
̥
̬
̜
౦
τ
ڠ

՟
෺
ற
ं
ε
ϖ
ー
ε
Λ
ແ
ঈ
ఏ
ڙ

෺ྲྀϏζਪਐ΁

վਖ਼๏نߦࢪଇҊͰ
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回
答
期
限
２
月
20
日
ま
で

೉
ՙ
໾
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ঢ়
Λ
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͑
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τ
ラ
ỽ
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事
業
਱
行
の
৚
݅
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
も
、
運
送

事
業
者
の
基
本
は「
安
全
ୈ

一
」
だ
。
そ
こ
で
事
ނ
発
生

݅
਺
の
࡟
ݮ
や
、
ॏ
大
事
ނ

の
๾
໓
に
成
果
を
上
げ
て
い

る
事
業
者
を
取
ࡐ
す
る
と
、

一
つ
の
共
通
点
が
み
え
て
く

る
。
そ
れ
は
、
経
Ӧ
者
や
管

理
者
が
一
様
に「
ハ
イ
ン
リ

ッ
ώ
の
法
ଇ
」
を
ॏ
ࢹ
し
て

い
る
こ
と
だ
。

改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ώ
の
法
ଇ

と
は「
１
݅
の
ॏ
大
事
ނ
の

Ө
に
は
29
݅
の
ܰ
ඍ
な
事
ނ

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
എ
後

に
は
３
０
０
݅
の
ώ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
が
ଘ
在
す
る
」
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。つ
ま
り
、

ܰ
ඍ
な
事
ނ
の
段
階
で
原
Ҽ

ラ
イ
バ
ー
自
਎
に「
ど
う
す

れ
ば
事
ނ
を
防
げ
る
の
か
」

を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る

た
め
だ
。
そ
し
て
事
ނ
ऒ
ى

者
は
、「
事
ނ
証
ॻ
」を
൒
年

間
ܞ
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。事

ނ
の
全
社
的
共
有
で

は
、
ま
ず
事
ނ
の
ࣸ
ਅ
を
イ

ラ
ス
ト
化
し「
見
え
る
化
」

を
図
る
ほ
か
、
൝
௕
ϛ
ー
ς

ỹ
ン
ά
を
通
じ
て
൝
௕
間
で

情
報
を
共
有
す
る
。
൝
௕
経

༝
で
全
ド
ラ
イ
バ
ー
に
఻
え

る
こ
と
で
、
組
৫
全
体
の
注

意
ש
ى
に
つ
な
げ
て
い
る
。

事
業
法
な
ど
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
す
る
今
こ
そ
、
基

本
中
の
基
本
で
あ
る「
安
全
」

を
改
め
て
再
ڧ
化
す
る
こ
と

が
ॏ
要
だ
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

を
ڀ
明
し
、
再
発
防
止
を
ప

ఈ
す
る
こ
と
が
、
ॏ
大
事
ނ

を
ະ
વ
に
防
ぐ
݁
果
に
つ
な

が
る
と
い
う
わ
け
だ
。

大
ࡕ
の
あ
る
事
業
者
は
、

今
年
度
の
事
ނ
発
生
݅
਺
を

前
年
度
か
ら
൒
ݮ
さ
せ
る
目

標
を
ܝ
げ
、
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度
は

３
月
຤
ま
で
ま
だ
１
か
月
༨

り
を
残
し
て
い
る
が
、
取
ࡐ

時
点
で
は
事
ނ
発
生
݅
਺
を

ࡢ
年
度
の
37
％
に
ま
で
ݮ
ら

す
こ
と
に
成
ޭ
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
者
で
は
、
事
ނ
࡟

ݮ
へ
の
取
り
組
み
と
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ए
ฦ
り
が
ਂ
く
関
係

し
て
い
る
と
い
う
。
以
下
、

そ
の
安
全
対
策
の
֓
要
を
঺

հ
し
よ
う
。

一
ޱ
に「
事
ނ
」
と
い
っ

ࡲ
っ
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

も
、
事
ނ
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
る
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ώ

の
法
ଇ
に
基
づ
き
、
ܰ
ඍ
な

事
ނ
の
段
階
で
ժ
を
ఠ
む
と

い
う
考
え
方
か
ら
だ
。
こ
の

事
業
者
の
ࡢ
年
度
の
事
ނ
݅

਺
は
33
݅
で
、
も
ち
ろ
ん
ॏ

大
事
ނ
は
θ
ロ
。
今
年
度
は

こ
れ
を
൒
分
以
下
の
1ü
݅
に

ݮ
ら
す
と
い
う
目
標
を
設
定

し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
事
業
者
は
࣋

続
可
ೳ
な
企
業
を
目
ࢦ
し
、

６
年
ほ
ど
前
か
ら
ド
ラ
イ
バ

ー
の
ए
ฦ
り
を
進
め
て
き

た
。
取
ࡐ
時
点
で
ド
ラ
イ
バ

ー
6ü
人
の
平
ۉ
年
ྸ
は
47
ࡀ

と
、
業
ք
で
は
ൺ
ֱ
的
ए
い

ਫ
準
に
あ
る
と
い
え
る
。
Ｓ

̣
Ｓ
を
活
用
し
た
シ
ョ
ー
ト

動
画
の
制
作
な
ど
で
、
採
用

活
動
に
力
を
入
れ
て
き
た
成

果
だ
。

だ
が
、
ए
手
社
һ
の
૿
加

と
と
も
に
事
ނ
݅
਺
も
૿
え

る
܏
޲
が
み
ら
れ
た
。
ී
通

໔
許
の
み
を
取
ಘ
し
た
状
ଶ

で
入
社
す
る
人
ࡐ
が
૿
え
た

こ
と
が
എ
景
に
あ
る
。
こ
の

た
め
、
事
ނ
࡟
ݮ
と
人
ࡐ
の

ए
ฦ
り
は
相
ޓ
に
関
連
す
る

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

事
ނ
࡟
ݮ
に
޲
け
た
取
り

組
み
の
ப
は
、
事
ނ
情
報
の

全
社
的
な
共
有
と
再
発
防
止

策
の
ప
ఈ
で
あ
る
。
ܰ
ඍ
な

事
ނ
で
あ
っ
て
も
発
生
し

た
場
合
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

ࣸ
ਅ
を
添
෇
し
、
速
や
か
に

所
௕
へ
̡
̞
̣
̚
で
報
ࠂ
す

る
。
さ
ら
に
、
所
௕
は
そ
の

内
容
を
ઐ
務
に
共
有
し
、
ઐ

務
が
事
ނ
ऒ
ى
者
と
の
面
談

日
程
を
調
整
す
る
。
初
回
面

談
は
事
ނ
発
生
か
ら
１
ि
間

以
内
に
行
い
、
そ
の
後
は
毎

月
１
回
、
൒
年
間
続
け
る
。

Ӧ
業
所
に
よ
っ
て
は
リ
Ϟ
ー

ト
で
行
う
場
合
も
あ
る
。
ド

て
も
、
社
内
で
の
定
義
は
事

業
者
ご
と
に
ҟ
な
る
。
こ
の

事
業
者
で
は
、
例
え
ば
セ
ン

タ
ー
内
で
バ
ン
パ
ー
を
ܰ
く

法改正下でも運送安全第一

軽微事故管理で事故半減

転
換
期
で
も
運
送
の
基
本
不
変

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
の
求
ՙ
求
車
情
報
ω
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
̞
̩
の

成
約
運
௞
ࢦ
਺
に
よ
る
と
、

ྩ
和
８
年
１
月
の
ࢦ
਺
は
１

３
７
で
、
前
月
よ
り
８

⻲
、
前
年
同
月
を
２
⻲

そ
れ
ぞ
れ
下
回
っ
た
。

７
年
10
月
に
続
き
、

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
今
年

度
、
ド
ラ
イ
バ
ー

フ
Ỹ
ー
ス
ト
の
ࢹ

点
に
立
ち
、
଴
۰

改
ળ・健
康
管
理・

安
全
ڭ
育
を
ॏ
点

事
業
と
し
て
、
会

һ
事
業
者
を
支
援

す
る
֤
छ
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。

֤
ॿ
成
・
༥
ࢿ
制

度
の
中
に
は
年
度

຤
ま
で
ਃ
੥
を
ड

け
෇
け
て
い
る
も

の
も
あ
る
こ
と
か

て
い
る（
લ
号
ʹ
౦
τ
ڠ
ॿ

੒
ɾ
༥
ࢿ
੍
౓
Ұ
ཡ
Λ
ܝ
ࡌ
）。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
਍
அ

ड
਍
や
運
行
管
理
者
の
一
ൠ

講
श
ड
講
が
事
業
者
に
義
務

෇
け
ら
れ
て
い
る
中
で
、
そ

れ
ら
の
ී
ٴ
率
が
௿
໎
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
ト
協
で

は
、
改
め
て
事
業
経
Ӧ
に
供

す
る
ॿ
成
制
度
の
活
用
を
促

し
て
い
る
。

「
健
康
਍
அ
ॿ
成（
定
ظ
健

康
਍
அ
）」
は
ड
਍
අ
用
に

つ
い
て
、
１
人
当
た
り
２
０

０
０
ԁ（
１
事
業
者
に
つ
き

東
ト
協
ొ
࿥
車
྆
਺
ợ
上
ݶ

30
人
Ụま
で
）を
ॿ
成
す
る

制
度
。
３
月
６
日
の
క
切
日

ま
で
に
ड
਍
お
よ
び
ॿ
成
金

２
か
月
連
続
で
前
年
同
月
ൺ

を
下
回
っ
た
が
、
ґ
વ
と
し

て
高
い
ਫ
準
を
ҡ
࣋
し
て
い

る
。ՙ

物
情
報（
求
車
）
ొ
࿥

݅
਺
は
11
ສ
１
４
２
４
݅

で
、
前
年
同
月
ൺ
16
・
２
％

ݮ
গ
。
成
約
率
は
19
・
６
％

で
同
２
・
１
⻲
૿
加
し
た
。

ਃ
੥
を
行
っ
た
も
の
が
対
象

と
な
る
。
ਃ
੥
ॻ
ྨ
は
協
会

૭
ޱ
へ
࣋
参
も
し
く
は
༣
送

必
着
と
し
、
੥
求
ॻ
・
ྖ
収

ॻ
の
ࣸ
し
を
添
෇
す
る
。
な

お
、
本
部
ま
た
は
支
部
主
࠵

の
ू
ஂ
健
਍
を
ड
਍
し
た
場

合
は
、
ॿ
成
額
を
ࠩ
し
引
い

た
金
額
が
੥
求
さ
れ
る
た

め
、ਃ
੥
ॻ
の
提
出
は
不
要
。

「
運
行
管
理
者
一
ൠ
講
श

ड
講
料
ॿ
成
」
は
、
講
श
認

定
機
関
が
実
施
す
る
運
行
管

理
者
一
ൠ
講
श
の
ड
講
අ
用

に
つ
い
て
、
１
人
当
た
り
上

ݶ
３
２
０
０
ԁ（
１
社
に
つ

き
東
ト
協
ొ
࿥
車
྆
਺
ợ
上

ݶ
10
人
Ụま
で
）を
ॿ
成
す

る
。
３
月
13
日
ま
で
に
ड
講

中
小
企
業
庁
は
１

月
23
日
、
ࡢ
年
９
月

に
実
施
し
た「
価
格

ަ
ব
促
進
月
間
」
の

フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
݁
果
と
し
て
、
発

注
ଆ
企
業
ご
と
に
ड

注
ଆ
中
小
企
業
か
ら

の
回
౴
状
況
を
整
理

し
た「
発
注
者
リ
ス

ト
」を
公
ද
し
た
。

フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
で
は
、
10
社
以

上
の
ड
注
ଆ
中
小
企

業（
回
౴
者
）か
ら

主
要
な
取
引
先
と
し

て
ڍ
げ
ら
れ
た
発
注
ଆ
企
業

５
２
２
社
な
ど
を
対
象
に
、

価
格
ަ
ব
お
よ
び

価
格
転
Շ
、
支
払

৚
݅
に
関
す
る
回

౴
状
況
を
整
理
・
点
਺
化
。

発
注
ଆ
企
業
ご
と
に
そ
の
平

ۉ
஋
を
ࢉ
出
し
、
ア（
７
点

以
上
）、
イ（
４
点
以
上
、７

点
ະ
満
）、
ウ（
０
点
以
上
、

４
点
ະ
満
）、エ（
０
点
ະ
満
）

の
４
区
分
に
分
ྨ
し
た
。
調

査
は
中
小
企
業
約
７
ສ
社
か

ら
回
౴
を
ಘ
た
も
の
で
、
物

流
業
ք
で
は
大
手
運
送
事
業

者
も
多
਺
ධ
価
対
象
と
な
っ

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
発
注
企

業
と
の
価

格
ަ
ব
で
は

「
ア
」
ධ
価

の
企
業
は
全

体
の
７
ׂ
を

経
済
産
業
ল
で
は
、
人
ޱ

ݮ
গ
に
伴
う
人
手
不
足
へ
の

対
応
策
を
検
౼
す
る
た
め
、

地
Ҭ
の
エ
ッ
セ
ン
シ
Ỿ
ル
α

ー
Ϗ
ス
を
୲
う
事
業
者
を
対

象
に
、「
事
業
実
ଶ
に
関
す

る
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て

い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
最
大
10

問
の
選
୒

ࣜ
で
、
所
要

時
間
は
約
５

分
。
回
౴
ظ
ݶ
は
２
月
27
日

ま
で
。
同
ল
が
ҕ
ୗ
す
る
ࡾ

ඛ
̪
̛
̟
リ
α
ー
チ
ˍ
コ
ン

α
ル
ς
ỹ
ン
ά
が
調
査
事
務

ہ
を
務
め
、
下
記
ೋ
次
ݩ
コ

ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
回
౴
す

る
。
経
産
ল
は
、
回
౴
を
今

઎
め
、
前
回
調
査
か
ら
૿
加

し
た
。
一
方
、「
エ
」ධ
価
の

企
業
も
前
回
を
上
回
り
、
改

ળ
が
進
む
企
業
と
課
題
を
残

す
企
業
の
ೋ
ۃ
化
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
、
価
格
転
Շ
で

は「
ア
」
が
全
体
の
17
・
４

％
、「
イ
」が
6ü・１
％
、「
ウ
」

が
17・４
％
と
な
っ
て
い
る
。

大
手
運
送
事
業
者
の
݁
果

（
法
人
൪
号
ॱ
、
ަ
ব
・
転

Շ
の
ラ
ン
ク
）で
は
、
ヤ
マ

ト
運
輸
は
ア
・
ウ
、
日
本
༣

ศ
は
ウ
・
イ
、
日
本
通
運
は

イ・ウ
、西
ೱ
運
輸
は
ウ・ウ
、

ࠤ
川
ٸ
ศ
は
ア・ウ
だ
っ
た
。

中
企
庁
は
、
今
回
の
ධ
価

は
ݸ
ผ
企
業
の
全
取
引
を
໢

ཏ
す
る
も
の
で
は
な
い
と

し
つ
つ
、
発
注
者
に
対
し
自

発
的
な
取
引
׳
行
の
改
ળ
を

促
す
ૂ
い
を
ڧ
調
。
೩
料

අ
や
人
݅
අ
の
上
ঢ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
続
く
中
、
中

小
ड
ୗ
取
引
適
正
化
法（
取

適
法
）の
施
行
や
ݫ
正
な
ࣥ

行
な
ど
を
通
し
て
、
価
格
ަ

ব
・
転
Շ
へ
の
さ
ら
な
る
機

運
ৢ
成
が
ॏ
要
と
し
て
い
る
。

お
よ
び
ड
講
料
の
支
払
い
が

׬
了
し
た
も
の
が
対
象
。
ਃ

੥
ॻ
ྨ
は
協
会
૭
ޱ
へ
࣋
参

も
し
く
は
༣
送
必
着
と
し
、

添
෇
ॻ
ྨ
と
し
て
、
運
輸
支

ہ
の
ԡ
印
が
あ
る「
運
行
・

整
備
管
理
者
選
任
等
届
出

ॻ
」、
運
行
管
理
者
手
ா
の

ࢯ
名
・
إ
ࣸ
ਅ
ܝ
ࡌ
ϖ
ー
ジ

お
よ
び
ड
講
日
が
記
ࡌ
さ
れ

た
ϖ
ー
ジ
ま
た
は
म
了
証
明

ॻ
、
ྖ
収
ॻ
な
ど
の
֤
ࣸ
し

が
必
要
と
な
る
。

֤
ॿ
成
制
度
の
内
容
お

よ
び
ਃ
੥
ॻ
ྨ
は
、
東
ト
協

ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
の「
会
һ
の

օ
様
へ
」ợ「
ॿ
成
金
に
つ
い

て
」Ụ「
ॿ
成（
ิ
ॿ
）・
༥
ࢿ

Ѻ
ટ
」を
参
র
。

後
の
政
策
立
案
や
支
援
策
の

ॆ
実
に
活
用
す
る
と
し
て
、

޿
く
協
力
を
ݺ
び
か
け
て
い

る
。˜

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
＝
ࡾ
ඛ
̪
̛

̟
リ
α
ー
チ
ˍ
コ
ン
α
ル
ς

ỹ
ン
ά
コ
ン
α
ル
ς
ỹ
ン

ά
事
業
本
部
社
会
共
૑
Ϗ

ジ
ω
ス
Ϣ
χ
ッ
ト
イ
ϊ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ˍ
イ
ン
Ω
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
部
ʗ
୲
当
者
：

内
山（
メ
ー
ルLFJTVLF�

V
DI
JZBN

B!
N
V
SD�

KQ

）

ら
、
利
用
可
ೳ
な
制
度
を
ੵ

ۃ
的
に
活
用
し
、
事
業
経
Ӧ

に
役
立
て
る
よ
う
ݺ
び
か
け

ೋ࣍ݩίーυ

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

１
月
は
１
３
７
に

前
年
比
２
㌽
減
少

全 ト 協
೔՟協࿈

ަবɾసՇঢ়ۀاگϦετެද

回
答
期
限
２
月
2þ
日
ま
で

౦ト協 会һܦۀࣄӦΛαϙʔτ

Τ
ỽ
η
ϯ
γ
Ỿ
ϧ
α
ー
Ϗ
ε

ࣄ
ۀ
࣮
ଶ
の
ҙ
ࣝ
ௐ
ࠪ

省࢈ܦ

Ձ
֨
ަ
ব
ଅ
ਐ
݄
ؒ

ϑ
Ỽ
ϩ
ồ
Ξ
ỽ
ϓ
ௐ
ࠪ
த ا ி
̓೥݄̕

υ
ϥ
Π
ό
ー
଴
۰
վ
ળ
ɾ
݈
߁
؅
ཧ
ɾ
҆
શ
ڭ
ҭ
΁
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ừ
ਂ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
マ
ル
φ
カ
ロ
ジ
ス
ς
ỹ

ク
ス
ג
ࣜ
会
社
＝
ߐ
東
区
๛

ऱ
６
の
６
の
２
ਫ
産
Է
売
場

౩
３
０
３
˜
ὸ
03
・
６
６
３

３
・
３
４
５
６
˜
一
ൠ
貨
物

運
送（
ී
通
車
16
台
）

౦
τ
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

（
２
月
１
日
）

採
用
＝
業
務
部
ڭ
育
ݚ

म
・
輸
送
ά
ル
ー
プ
௕
、
大

஛
௚
人

ừ
̍
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

ừ
̎
݄
16
Ỗ
28
೔
Ử

1Ā
日

鉄
߯
ઐ
໳
部
会
新
年

լ
ࢺ
ަ
׻
会

ù0
日

ࢹ
野
障
害
に
よ
る
事

ނ
防
止
対
策
セ
ϛ
φ
ー
˜

青
年
部
正
෭
本
部
௕
会
議

ù1
日

物
流
経
Ӧ
࢜
課
程
˜

ւ
上
コ
ン
ς
φ
ઐ
໳
部
会

役
һ
会

ùù
日

ঁ
ੑ
部
ঁ
ੑ
活
༂
推

進
に
関
す
る
東
京
都
産
業

労
働
ہ
と
の
意
見
ަ
׵
会

˜
同
正
෭
本
部
௕
会
議
˜

同
װ
事
会

ùú
日

正
෭
会
௕
会
˜
東
京

ト
ラ
ッ
ク
業
ք
新
年
ަ
׻

会
ùû
日

初
任
運
転
者
ಛ
ผ
講

श
ùþ
日

鉄
߯
ઐ
໳
部
会
安
全

環
境
ҕ
һ
会
˜
青
年
部
װ

事
会

ùÿ
日

物
流
経
Ӧ
࢜
課
程
˜

引
ӽ
ઐ
໳
部
会
役
һ
会
˜

食
ྐ
ઐ
໳
部
会
ถ
ࠄ
ҕ
һ

会
ùĀ
日

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
６
実

1ý
日
 

1ü
時
＝
関
東
・
ߕ

信
ӽ
ॏ
ྔ
部
会
迅
速
化

（
ト
ラ
ッ
ク
）ワ
ー
Ω
ン

ά
ά
ル
ー
プ（
東
ト
૯
合

会
ؗ
ʗ
̬
̴
̱
併
用
）

1þ
日
 

13
時
30
分
＝
鉄
߯

ઐ
໳
部
会
ト
レ
ー
ラ
の
安

全
対
策
フ
Ỽ
ー
ラ
ム（
東

ト
૯
合
会
ؗ
ʗ
̬
̴
̱
併

用
）

1ÿ
日
 

13
時
30
分
＝
物
流

経
Ӧ
࢜
課
程（
東
ト
૯
合

会
ؗ
）

1Ā
日
 

14
時
＝
外
国
人
ಛ

定
ٕ
ೳ
制
度
に
関
す
る
આ

明
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
ʗ

̬
̴
̱
併
用
）

ù0
日
 

13
時
30
分
＝
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め

の
人
ࡐ
確
保
・
労
働
環
境

改
ળ
セ
ϛ
φ
ー（
東
ト
૯

合
会
ؗ
ʗ
̬
̴
̱
併
用
）

ùü
日
 

13
時
30
分
＝
物
流

経
Ӧ
࢜
課
程（
東
ト
૯
合

会
ؗ
）

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
シ
Ỿ
イ
ン
ラ

イ
ン
＝
ߐ
ށ
川
区
平
Ҫ
６
の

37
の
12
˜
ὸ
03・６
８
２
０・

０
７
２
９
˜
利
用
運
送

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
有
ݶ
会
社
ࢢ
川
商
ళ
＝

青
梅
ࢢ
今
Ҫ
２
の
１
５
７
０

の
10
˜
ὸ
０
４
２
８
・
27
・

９
０
５
４
˜
一
ൠ
貨
物
運
送

（
ී
通
車
５
台
、
被
け
ん
引

車
１
台
）、利
用
運
送

◆
ג
ࣜ
会
社
大
ڵ
西
東
京

Ӧ
業
所
＝
西
多
摩
郡
ਸ਼
ึ
町

ೆ
平
１
の
３
の
５
˜
ὸ
０
４

２
・
５
１
３
・
８
６
７
１
˜

一
ൠ
貨
物
運
送（
ී
通
車
６

台
、
被
け
ん
引
車
３
台
、
け

ん
引
車
３
台
）、利
用
運
送

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
Ω

ン
ά
ά
ル
ー
プ
会
議
˜
関

東
・
ߕ
信
ӽ
ॏ
ྔ
部
会
正

෭
部
会
௕
会
議

ú1
日

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
事

前
講
श
会

東
ト
協
ୈ
１
ブ

ロ
ッ
ク（
ઍ
代
・ా

中
央
・
ߓ
支
部
）

は
１
月
30
日
、
中

央
区
の
ۜ
座
ブ
ロ

ッ
α
ム
で「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
ݚ

म
会
」を
開
࠵
し
、

ࡾ
支
部
の
会
һ
ら

が
多
਺
参
加
し

た
ݚ。
म
会
で
は
、

こ
の
調
査
݁
果
を
౿
ま
え
た

適
正
原
価
が
基
ૅ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
調
査
へ
の
協
力
を

お
ئ
い
し
た
い
。
関
連
す
る

法
改
正
は
、
国
が
業
ք
を
下

支
え
す
る
も
の
で
あ
り
、
後

れ
を
取
ら
な
い
よ
う
対
応
を

進
め
て
ほ
し
い
」と
ड़
べ
た
。

前
ా
ࢯ
は
๯
಄
、
改
正
物

流
ೋ
法
の
ϙ
イ
ン
ト
と
ক
来

૾
に
つ
い
て
આ
明
。
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
や
ਂ
ࠁ
化

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
取

引
の
適
正
化
な
ど
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
物
流
効
率

化
法（
物
効
法
）と
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法（
事
業
法
）

の
改
正
内
容
を
解
આ
し
た
。

物
効
法
に
つ
い
て
は
、
ՙ

主
や
物
流
事
業
者
に
対
し
、

ՙ
଴
ち
時
間
や
ՙ
役
時
間
の

୹
ॖ
、
ੵ
ࡌ
率
޲
上
な
ど
に

取
り
組
む
た
め
、
ಛ
定
事
業

者
に
義
務
を
課
す
制
度
で
あ

る
と
આ
明
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
進
め
る
上
で
、
ՙ
主

の
協
力
や
対
応
が
努

力
義
務
と
さ
れ
て
い

る
点
を
ڧ
調
し
た
。

事
業
法
に
つ
い

て
は
、
運
送
ܖ
約
క

݁
時
の
ॻ
面
ަ
෇
義

務
、
実
運
送
体
制
管

理
฽
の
作
成
・
保
ଘ
、

利
用
運
送
の
健
全
化

措
置
、
運
送
利
用
管

理
規
程
の
作
成
な
ど

を
解
આ
。
運
送
会
社

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

๽
ా
支
部（
߳
川
ল
࢘
支
部

௕
）・
ᷤ
০

支
部（
ླ
໦

ߩ
支
部
௕
）・

ߥ
川
支
部（
金
原
༟
一
支
部

௕
）・
台
東
支
部（
দ
本
有
࢘

支
部
௕
）・
৓
東
支

部（
浅
野
利
幸
支
部

௕
）・
ਂ
川
支
部（
∁

橋
ܓ
一
࿠
支
部
௕
）

は
２
月
２
日
、
๽
ా

区
の
す
み
だ
産
業
会

ؗ
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
๽
ా
・
໦
場
・
足

立
・
上
野
と
の
共
࠵

に
よ
る「
運
転
の
お

し
ご
と
フ
ェ
ア
物

流
業
合
同
આ
明
・
面

接
会
」を
開
࠵
し
た
。

会
場
に
は
֤
支
部
の

会
һ
事
業
者
1ü
社
が

東
ト
協
は

１
月
20
日
、

東
ト
૯
合
会

ؗ
７
階
大
会

議
ࣨ
で「
ࢹ

野
障
害
に
よ

る
事
ނ
防
止

対
策
セ
ϛ
φ

ー
」（
̬
̴
̱
併
用
）を
開
࠵

し
、
日
本
ࢹ
野
画
૾
学
会
Ϟ

Ϗ
リ
ς
ỹ
と
ࢹ
機
ೳ
ҕ
һ
会

ҕ
һ
௕
で
、
た
じ
み
岩
੉
؟

Պ
Ӄ
௕
の
岩
੉
愛
子
ࢯ
が

「
ࢹ
野
障
害
に
よ
る
事
ނ
の

ة
険
ੑ

そ
の
対
策
に
つ
い

て
」を
ς
ー
マ
に
講
ԋ
し
た
。

セ
ϛ
φ
ー
で
は
、
ࢹ

力
が
保
た
れ
て
い
て
も

の
原
Ҽ
で
あ
る
྘

内
障
は
自
֮
঱
状

が
๡
し
く
、
本
人

が
気
づ
か
な
い
ま

ま
進
行
し
や
す
い
と
આ

明
。
ま
た
、
ࢹ
野
の
ҟ

常
は
目
の
ප
気
だ
け
で

な
く
、
ࢹ
神
経
や
೴
の

ප
気
が
原
Ҽ
と
な
る
場

合
も
あ
る
と
ࢦ
ఠ
し
た
。

ࢹ
野
障
害
は
、
า
行

者
や
自
転
車
の
見
མ
と

ࢹ
野
が
ܽ
け
て
い
る
ケ

ー
ス
が
গ
な
く
な
い

こ
と
に
৮
れ
、
日
本
で

最
も
多
い
、
ࢹ
野
障
害

間
で
の
取
引
に
お
け
る
商
׳

श
の
見
௚
し
と
し
て
運
௞
ަ

ব
の
事
例
を
঺
հ
し
、
ަ
ব

の
ॏ
要
ੑ
を
ૌ
え
た
。ま
た
、

改
正
法
は
ࡢ
年
４
月
に
施
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
֤

ா
ථ
の
記
ࡌ
に
ޡ
り
が
あ
っ

て
も
、
記
࿥
・
保
ଘ
を
継
続

す
る
こ
と
が
ॏ
要
」
と
ࢦ
ఠ

し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
で

検
౼
さ
れ
て
い
る
適
正
原

価
、
許
可
の
５
年
ߋ
新
制
、

物
流
業
務
効
率
化
に
つ
い
て

も
、
現
時
点
で
の
情
報
に
基

づ
い
て
解
આ
。
実
運
送
事
業

者
が
適
正
原
価
を
収
ड
す
る

た
め
に
は
、
ݩ
੥
事
業
者
や

ՙ
主
の
運
௞
が
下
か
ら
ੵ
み

上
が
る
ܗ
に
な
る
か
、
標
準

的
運
௞
と
の
ࠩ
額
が
ど
の
程

度
に
な
る
か
な
ど
、
現
在
実

施
中
の
実
ଶ
調
査
の
݁
果
を

注
ࢹ
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。
ߋ
新
制
の
ಋ
入
に
よ
り

事
業
者
਺
の
ݮ
গ
が
見
込
ま

れ
る
中
、
ՙ
主
ଆ
で
は
実
運

送
が
可
ೳ
な
事
業
者
の
囲
い

込
み
が
進
む
܏
޲
に
あ
る
と

し
、
ߋ
新
を
見
ਾ
え
た
̙
̭

化
へ
の
対
応
が
不
可
ܽ
に
な

る
と
ॿ
言
し
た
。

さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
点

ݺ
と
し
て
、
対
面
・
自
動
・

ԕ
ִ
・
̞
̩
の
֤
点
ݺ
の
ϙ

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
事
前
予
約
と
当

日
来
場
者
を
合
わ
せ
て
ÿ0
人

超
の
求
職
者
が
参
加
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
ま
ず
、「
ト

ラ
ッ
ク
業
ք
人
໳
セ
ϛ
φ

ー
」
を
実
施
。
東
ト
協
業
務

部
ަ
通
・
環
境
̜
の
前
川
એ

ক
෭
参
事
が
講
ࢣ
を
務
め
、

座
学
ܗ
ࣜ
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
ք
の
現
状
を
આ
明
し
た
。

গ
子
高
ྸ
化
や
働
き
方
改

ֵ
、「
２
０
２
４
年
問
題
」な

ど
を
എ
景
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
が
ਂ
ࠁ
化
し

て
い
る
状
況
を
঺
հ
す
る
と

と
も
に
、
仕
事
内
容
や
໔
許

制
度
に
つ
い
て
解
આ
。
あ
わ

せ
て
、
協
会
に
よ
る
໔
許
取

ಘ
支
援
制
度
に
৮
れ
、
上
位

໔
許
の
取
ಘ
を
は
じ
め
、
ス

Ω
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
点
を
ア

ϐ
ー
ル
し
た
。

セ
ϛ
φ
ー
終
了
後
に
は
、

合
同
આ
明
・
面
接
会
を
開

࠵
。
出
展
し
た
1ü
事
業
者
が

参
加
者
に
޲
け
て
企
業
̥
̧

を
行
っ
た
。
ࠤ
川
ٸ
ศ（
๽

ా
・
ߥ
川
）、੣
和（
৓
東
）、

੣
和
ト
ラ
ス
ト（
৓
東
）、ా

中
運
送（
台
東
）、マ
ル
コ
運

輸（
๽
ా
）、݁
৓
運
輸
૔
ݿ

（
ਂ
川
߂、（
立
૔
）ݿ
ᷤ
০
）、

ؙ
オ
奥
ా
商
ళ（
ਂ
川
）、昭

和
エ
Ω
ス
プ
レ
ス（
৓
東
）、

中
央
ٸ
送（
๽
ా
）、日
本
ୗ

送（
台
東
）、α
イ
シ
ョ
ウ
エ

ク
ス
プ
レ
ス（
ਂ
川
）、金
原

運
送
ళ（
ߥ
川
）、小
高
商
事

（
ߥ
川
）、
東
都
運
ൖ
社（
๽

ా
）の
代
ද
者
や
採
用
୲
当

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
社
の
ಛ

徴
や
働
き
方
に
つ

い
て
આ
明
。
そ
の

共
ӫ
シ
ス
ς
ム
代
ද
取

క
役
の
前
ా
ൟ
޹
ࢯ
が

「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
と
点

ݺ
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
ԋ
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
ᖒ

഼
३
中
央
支
部
௕
が
あ

い
さ
つ
し
、「
改
正
物
流

法
が
施
行
さ
れ
、
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
の
施

行
に
޲
け
て
適
正
原
価

の
実
ଶ
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。
標
準
的
運
௞

に
よ
る
運
௞
ަ
ব
は
、

イ
ン
ト
を
঺
հ
。
新
基
準
の

点
ݺ
の
み
で
す
べ
て
が
׬
݁

す
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ス

ト
面
な
ど
を
考
ྀ
し
、
ै
来

の
対
面
点
ݺ
と
の
併
用
が
๬

ま
し
い
と
し
た
上
で
、
安
全

確
保
の
؍
点
か
ら「
生
き
た

点
ݺ
」の
実
施
を
提
案
し
た
。

し
な
ど
に
つ
な
が
り
、
ॏ
大

事
ނ
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要

Ҽ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
加
ྸ

に
伴
う
目
の
機
ೳ
௿
下
を
早

ظ
に
ଊ
え
る
た
め
、
日
常
生

活
で
で
き
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
と
し
て
ย
目
ず
つ
見
て
確

認
す
る
方
法
や
、
日
本
؟
Պ

啓
発
会
議
が
提
এ
す
る「
ア

イ
フ
レ
イ
ル
」
の
ホ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
な
ど
を
参
考
に
し
て
ほ

し
い
と
ݺ
び
か
け
た
。

質
ٙ
応
౴
で
は
、「
८
回

後
、参
加
者
は
ݸ
ผ
の
相
談・

面
接
会
で
採
用
୲
当
者
ら
と

࿩
を
し
た
。

東
ト
協
で
は
、
人
ࡐ
確
保

促
進
に
޲
け
た
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、東
京
労
働
ہ
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法（
改
正
ト
ラ
ッ
ク
法
）

の
ϙ
イ
ン
ト
を

解
આ
し
た
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
޲
け
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を

制
作
し
た（
ຊ

号
ʹ
ಉ
෧
ɾ
写

真
）。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
֤
支
部
と

の
３
者
連
ܞ
に
よ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
ื
ू
આ
明
会
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
会
һ
事
業

者
の
人
ࡐ
確
保
を
支
援
し
て

い
く
方
針
だ
。

同
法
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
適
切
な
௞
金
ਫ
準

の
確
保
と
経
済
的
・
社
会
的

地
位
の
޲
上
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
ࡢ
年
６
月
に
改
正
さ

れ
た
も
の
で
、
①
ॻ
面
ަ
෇

義
務
・
実
運
送
体
制
管
理
฽

の
作
成
義
務
の
対
象
を「
利

用
運
送
」
に
も
拡
大
、
②
再

ҕ
ୗ
回
਺
を
２
回
ま
で
に
制

）ݶ
努
力
義
務
）、③
ന
ト
ラ

利
用
の
േ
ଇ
の
ڧ
化
Ổ
Ổ
の

３
点
が
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
改

正
内
容
に
つ
い
て
図
解
を
用

健
਍
で
は
ど
こ
ま
で
目
の
検

査
を
行
う
べ
き
か
」
と
い
っ

た
実
務
的
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
岩
੉
ࢯ

は
、「
ス
ク
リ
ー
χ
ン
ά
と

し
て
最
も
ॏ
要
な
の
は
؟
ఈ

ࣸ
ਅ
で
あ
り
、
८
回
健
਍
で

؟
ఈ
検
査
を
行
う
こ
と
は
ඇ

常
に
有
効
」
と
આ
明
。
さ
ら

に
、
؟
ѹ
が
高
い
場
合
は
ප

気
の
進
行
が
早
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
し
て
、「
可
ೳ
で
あ

れ
ば
؟
ѹ
検
査
ま
で
実
施
で

き
る
と
๬
ま
し
い
」
と
解
આ

し
た
。

い
て
分
か
り
や
す
く

આ
明
し
て
い
る
。

な
お
、
同
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
東
ト
協
の

ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ（
ト

ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法

関
連
）に
も
ܝ
ࡌ
さ

れ
て
い
る
。

ϋ
ϩ
ϫ
ͱ
࿈
ܞ
で
߹
ಉ
આ
໌
ɾ
໘
઀
ձ

վਖ਼๏ରԠ΁఺׆ݺ༻

目
の
健
康
で
安
全
守
る

ΑΔʹ֐໺োࢹ
ࡦରࢭ๷ނࣄ
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ୈ
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Ϋớ
ઍ
୅
ా
ɾ
த
ԝ
ɾ
ߓ
ࢧ
෦
Ờ

๽ ɾాᷤ ০ɾߥ઒ɾ୆౦ɾ৓౦ɾਂ ઒ࢧ部

վ
ਖ਼
τ
ϥ
ỽ
ク
๏
Ϧ
ー
ϑ
Ϩ
ỽ
τ

શ
τ
ڠ

վਖ਼ͷϙΠϯτΛ঺հ



ୈ1���号̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̎ ݄��೔（ � ） ڠ 会

る
、
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
を

対
象
と
し
た

ॻ
面
調
査
に

つ
い
て
、
会

һ
事
業
者
に

対
し
、
ظ
日

ま
で
の
確
実

な
回
౴
を
ݺ

び
か
け
た
。

東
京
都
の
小
஑
ඦ
合
子
知

事
は
、「
都
民
生
活
を
支
え

る
物
流
の
ҡ
࣋
に
多
大
な
ご

ਚ
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
」

と
し
、
ࡢ
年
、
ౡ
し
Ỷ
地
Ҭ

で
台
風
が
୹
ظ
間
に
２
度
ऻ

来
し
た
際
の
迅
速
な
ٹ
援
物

ࢿ
輸
送
な
ど
の
対
応
に
つ
い

て
、感
謝
と
ܟ
意
を
ද
し
た
。

ま
た
、
物
流
業
ք
を
取
り

ר
く
環
境
と
し
て
ԁ
安
や
೩

料
価
格
の
動
޲
に
৮
れ
、
４

月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

ܰ
༉
引
取
੫
の
࢑
定
੫
率
ഇ

止
や
୲
い
手
不
足
を
は
じ
め

と
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
今

後
も
業
ք
と
連
ܞ
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
考
え
を
ड़
べ

た
。国

౔
ަ
通
ল
の
Ԭ
野
ま
さ

子
大
ਉ
׭
๪
૯
ׅ
審
議
׭

は
、
物
流
が
国
民
生
活
や
経

済
活
動
を
支
え
る
ॏ
要
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
が
そ
の
中
֩

を
୲
っ
て
い
る
と
ڧ
調
。
物

価
高
ಅ
や
人
ࡐ
不
足
な
ど
ݫ

し
い
環
境
の
中
、
࣋
続
可
ೳ

な
物
流
の
実
現
が
٤
ۓ
の
課

題
で
あ
る
と
の
認
識
を
ड़
べ

た
。

��

ま
た
、改
正
物
流
法
が
４

月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
中
௕
ظ
ܭ
画
の
策

定
や
物
流
౷
ׅ
管
理
者（
̘

̡
̤
）の
設
置
を
通
じ
、
生

産
ੑ
޲
上
と
商
׳
行
の
見
௚

し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ
ン
の
取

り
組
み
の
ڧ
化
や
、
運
輸
事

業
ৼ
ڵ
ॿ
成
ަ
෇
金
制
度
の

ҡ
࣋
に
継
続
し
て
取
り
組
む

方
針
を
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
ܯ
ࢹ
庁
ަ
通
部

ަ
通
૯
務
課
の
工
౻
஧
༤
ަ

通
安
全
୲
当
管
理
׭
が
、
ԕ

౻
ݦ
࢙
ަ
通
部
௕
の
あ
い
さ

つ
を
代
ಡ
し
、「
ࡢ
年
の
都

内
の
ަ
通
事
ނ
ࢮ
者
਺
は
１

３
４
人
と
、
前
年
か
ら
12
人

ݮ
গ
し
た
も
の
の
、
全
国
で

神
奈
川
県
に
次
い
で
２
൪
目

に
多
く
、
ґ
વ
と
し
て
ݫ
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ܯ

ࢹ
庁
で
は
ἔ
世
ք
一
の
ަ
通

安
全
都
ࢢ
・
東
京
ἕの
実
現

を
目
ࢦ
し
、
横
அ
า
行
者
๦

害
や
速
度
超
過
な
ど
ॏ
大
事

ނ
に
௚
݁
す
る
ҧ
൓
へ
の
ࢦ

ಋ
取
క
り
の
ڧ
化
、
ҿ
ञ
運

転
ࠜ
ઈ
や
ަ
通
安
全
啓
発
活

動
に
取
り
組
む
」
と
し
、
実

現
へ
の
協
力
を
ݺ
び
か
け
た
。

東
京
労
働
ہ
の
૿
ా
࢚
࿠

ہ
௕
は
、
ྩ
和
８
年
に
޲
け

た
労
働
行
政
の
ॏ
点
施
策
と

し
て
、
௞
上
げ
支
援
、
職
場

環
境
の
改
ળ
、
労
働
ࡂ
害
防

止
の
３
点
に
つ
い
て
言
ٴ
。

௞
上
げ
支
援
で
は
、
中
小

企
業
・
小
規
໛
事
業
者
の
௞

上
げ
環
境
の
整
備
を
進
め
、

地
方
൛
政
労
࢖
会
議
を
開
࠵

し
、
価
格
転
Շ
や
生
産
ੑ
޲

上
に
政
労
࢖
一
体
で
取
り
組

む
と
し
た
。
職
場
環
境
の
改

ળ
に
つ
い
て
は
、
改
正
物
流

関
連
法
の
施
行
を
ड
け
、
௕

時
間
の
ՙ
଴
ち
時
間
解
ফ
に

޲
け
、
関
東
運
輸
ہ
な
ど
関

係
機
関
と
連
ܞ
し
、
ՙ
主
企

業
へ
の
要
੥
や
周
知
を
継
続

す
る
と
આ
明
。
ま
た
、
道
路

貨
物
運
送
業
の
労
働
ࡂ
害

は
、
ྩ
和
７
年
速
報
஋
で
前

年
ൺ
６
・
３
％
ݮ
গ
し
た
と

報
ࠂ
し
た
。

さ
ら
に
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
ࣉ
Ԭ
༸
一
会
௕

は
、
ࡢ
年
を「
業
ք
に
と
っ

て
ܹ
動
の
一
年
」
と
ৼ
り

ฦ
り
、
全
国
の
事
業
者
や
ՙ

主
、
経
済
ք
か
ら
注
目
を
ू

め
る「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ

法
」
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら

ҧ
法
な
ന
φ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
๾
໓
や
多
ॏ
下
੥

ߏ
଄
の
ੋ
正
が
施
行
さ
れ
る

一
方
、
許
可
ߋ
新
制
や
適
正

東
ト
協
鉄
߯
ઐ

໳
部
会（
ࡾ
村
จ

༤
部
会
௕
）は
１

月
19
日
、
ઍ
代
ా

区
の
̠
̠
̧
ホ
ς

ル
東
京
で
ྩ
和
８

年「
新
年
լ
ࢺ
ަ

׻
会
」を
開
࠵
し
、

部
会
һ
事
業
者
を

は
じ
め
、
関
係
行
政
、
ՙ
主

企
業
・
ஂ
体
、
車
྆
メ
ー
カ

ー
な
ど
、
関
係
者
多
਺
が
参

加
し
た
。

๯
಄
あ
い
さ
つ
で

ࡾ
村
部
会
௕
は
、
人

݅
අ
の
高
ಅ
や
車
྆

අ
を
は
じ
め
と
す
る

ॾ
経
අ
の
上
ঢ
に
加

え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

高
ྸ
化
が
ٸ
速
に
進

ん
で
い
る
現
状
に
৮

れ
、「
当
部
会
の
調
査
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
ۉ
年
ྸ
が

ü2
ࡀ
を
超
え
て
い
る
。
߯
ࡐ

輸
送
は
高
度
な
ٕ
ೳ

を
要
す
る
上
、
シ
ー

ト
ֻ
け
な
ど
਎
体
的

ෛ
୲
の
大
き
い
作
業

も
多
く
、
ए
年
層
か

ら
ܟ
ԕ
さ
れ
が
ち
な

職
छ
で
あ
る
」
と
ࢦ

ఠ
。
そ
の
上
で
、
輸

送
力
の
ҡ
࣋
・
確
保

に
޲
け
、
他
産
業
ฒ

み
の
௞
金
ਫ
準
へ
の

引
き
上
げ
や
労
働
৚

݅
の
改
ળ
、
ॏ
労
働

の
ܰ
ݮ
に
取
り
組
む

考
え
を
ࣔ
し
、
再
生

産
可
ೳ
な
運
௞
の
確

保
と
適
正
な
運
௞
収
ड
の
ॏ

要
ੑ
を
ૌ
え
た
。

来
ෂ
あ
い
さ
つ
で
は
、
関

東
地
方
整
備
ہ
道
路
部
の
大

ౢ
ਫ਼
一
ަ
通
対
策
課
௕
が
、

࿝
ٺ
化
が
進
む
道
路
の
௕
ण

໋
化
を
図
る
؍
点
か
ら
、
ॏ

ྔ
を
ҧ
法
に
超
過
し
た
大
ܕ

車
へ
の
対
策
と
し
て
޿
報
活

動
を
行
っ
て
い
る
一
方
、
ಛ

घ
車
྆
通
行
制
度
の
認
知
度

が
約
５
ׂ
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
現
状
を
঺
հ
。
続
い
て
、

ܯ
ࢹ
庁
ަ
通
部
ަ
通
૯
務
課

の
工
౻
஧
༤
ަ
通
安
全
୲
当

管
理
׭
は
、
ࡢ
年
の
都
内
の

ަ
通
事
ނ
ࢮ
者
਺
が
１
３
４

人
と
前
年
よ
り
ݮ
গ
し
た
も

の
の
、
全
国
的
に
ґ
વ
多
い

状
況
に
あ
る
と
આ
明
。
事
業

用
貨
物
車
が
関
༩
す
る
事
ނ

で
は
、
人
਎
事
ނ
݅
਺
が
ݮ

গ
す
る
一
方
、
ॏ
ই
事
ނ
な

ど
に
よ
る
ࢮ
者
਺
が
૿
加
し

て
い
る
と
ड़
べ
た
。

ަ
׻
会
は
、
仲
原
߶
ؽ
෭

部
会
௕
の
発
੠
で
ס
ഋ
し
、

׻
談
の
後
、
஛
೭
上
੣
௚
෭

部
会
௕
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
ࡾ、
本
క
め
で
ด
会
し
た
。

ྩ
和
８
年
の
新
य़
に
あ
た

り
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
業
ք
新

年
ަ
׻
会
の
主
࠵
者
を
代
ද

い
た
し
ま
し
て
、
ۘ
ん
で
年

಄
の
ご
あ
い
さ
つ
を
ਃ
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
ࡢ
年
を
ৼ
り
ฦ
り

ま
す
と
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

に
関
係
す
る
ॏ
要
な
法
཯
の

成
立
・
施
行
が
相
次
ぎ
、
行

政
機
関
が
物
流
の
健
全
化
に

޲
け
た
動
き
を
加
速
さ
せ
る

な
ど
、
業
ք
に
と
っ
て
大
き

な
અ
目
と
な
っ
た
一
年
で
し

た
。ま

ず
、
４
月
に
は
、
ՙ
主

企
業
と
物
流
事
業
者
と
の

間
の
商
׳
行
を
見
௚
し
、
ՙ

଴
ち
・
ՙ
役
時

間
の
࡟
ݮ
や
ੵ

ࡌ
率
の
޲
上
な

ど
を
図
る
と
と

も
に
、
多
ॏ
下

੥
ߏ
଄
を
ੋ
正

し
、
実
運
送
事

業
者
が
適
正
な

運
௞
を
収
ड
で
き
る
取
引
環

境
の
ߏ
ங
を
目
的
と
し
た

「
改
正
物
流
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
５
月
に
は
、
適

切
な
価
格
転
Շ
と
取
引
適
正

化
の
定
着
を
主
؟
と
し
て
、

「
下
੥
法
」
が「
取
適
法
」
へ

と
改
正
さ

れ
、
今
月
か

ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

６
月
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
適
切
な
௞
金
の
確

保
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք
の

質
の
޲
上
な
ど
を
目
的
と
し

た「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、「
ҕ
ୗ
次
਺
の
制
ݶ
」

と「
ҧ
法
な
ന
ト
ラ
利
用
に

係
る
ՙ
主
等
の
取
り
క
ま

り
」
は
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
事
業
許
可
の
ߋ
新
制
度
」

と「
適
正
原
価
の
९
क
義
務
」

は
、
10
年
ࠒ
施
行
の
見
込
み

で
す
。

こ
の
点
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
、
ࣉ
Ԭ
༸
一
会

௕
を
ҕ
һ
௕
と
す
る「
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
対
策
ҕ
һ

会
」
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
ࢲ
も
ҕ
һ
に
任
໋
さ

れ
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
ட
ং
ҡ
࣋
と
業
ք
の
࣋
続

的
な
発
展
に
不
可
ܽ
な
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
の
全
面
施

行
に
޲
け
て
、
関
係
者
の
օ

様
と
と
も
に
力
を
ਚ
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
ࡢ、
年
11
月
に
は
、

༩
野
ౘ
６
ౘ
の
合
意
に
よ
り

࢑
定
੫
率
ഇ

止
法
が
成
立

し
、
௕
年
の

ݒ
案
で
あ
っ

た
ܰ
༉
引
取

੫
の
࢑
定
੫
率
が
本
年
４
月

１
日
に
ഇ
止
さ
れ
ま
す
。
ܰ

༉
引
取
੫
の
࢑
定
੫
率
の
ഇ

止
に
関
連
し
、
運
輸
事
業
ৼ

ڵ
ॿ
成
ަ
෇
金
の
ҡ
࣋
に
޲

け
た
法
案
が
超
ౘ
೿
に
よ
る

議
һ
立
法
と
し
て
臨
時
国
会

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

ൠ
の
ऺ
議
Ӄ
の
解
ࢄ
に
よ
り

ഇ
案
と
な
る
見
通
し
の
た

め
、国
会
議
һ
の
օ
様
に
は
、

法
案
の
再
提
出
お
よ
び
早
ظ

成
立
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
ئ
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
౔
ަ
通
ল
で

は
、
ࡢ
年
の
10
月
と
11
月
を

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ
ン
に

よ
る「
ू
中
؂
ࢹ
月
間
」
と

位
置
づ
け
、
適
正
な
取
引
を

્
害
す
る
ٙ
い
の
あ
る
ՙ
主

企
業
や
ݩ
੥
事
業
者
に
対
す

る
؂
ࢹ
を
ڧ
化
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք
に
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
௥
い

風
が
ਧ
い
て
い
る
中
、
事
業

を
Ӧ
ん
で
い
く
に
は
安
全
・

安
心
の
確
保
が
ॏ
要
で
あ
る

た
め
、
ࡢ
年
は
あ
ま
り
ྑ
い

݁
果
を
残
せ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
本
年
は
ࡢ
年
以
上
に

安
全
ڭ
育
と
健
康
管
理
の
再

ప
ఈ
を
図
る
と
と
も
に
、
ަ

通
事
ނ
お
よ
び
労
働
ࡂ
害
の

防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

物
流
に
対
す
る
社
会
の
理

解
が
進
み
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
ք
は
ྺ
࢙
的
な
転
׵
ظ
を

ܴ
え
て
い
ま
す
。
東
京
の
ト

ラ
ッ
ク
関
係
４
ஂ
体
に
お
き

ま
し
て
も
、
こ
の
޷
機
を
ಀ

す
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
ۓ
ີ
な
連
ܞ
を
図
り
な

が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
଴
۰
改
ળ
と
業
ք
の
社

会
的
地
位
޲
上
の
実
現
の
た

め
に
努
力
を
ॏ
Ͷ
て
ま
い
る

所
ଘ
で
す
。

原
価
の
९
क
義
務
に
つ
い
て

は
、
現
場
の
੠
を
౿
ま
え
た

制
度
設
ܭ
に
޲
け
、
デ
ー
タ

収
ू
と
検
౼
を
進
め
て
い
く

と
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
同
法
が
実
効

ੑ
を
伴
っ
て
運
用
さ
れ
、
す

べ
て
実
現
し
た
ڿ
に
は
、
業

ք
環
境
は
大
き
く
改
ળ
し
、

࣋
続
可
ೳ
な
物
流
体
制
の
ߏ

ங
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
଴
۰
・

労
働
৚
݅
の
޲
上
に
つ
な
が

る
と
ڧ
調
。
全
ト
協
と
し
て

も
、
ࡢ
年
設
置
し
た
対
策
ҕ

һ
会
を
中
心
に
、
実
効
ੑ
の

あ
る
制
度
実
現
に
全
力
で
取

り
組
む
考
え
を
ࣔ
し
た
。

同
日
は
、
東
京
都
の
小

஑
ඦ
合
子
知
事
を
は
じ

め
来
ෂ
が
多
਺
出
੮
し
、

ॕ
ࣙ
を
寄
せ
た（
ผ
ܝ
ࢀ

র
）。
ま
た
、
新
年
ަ
׻

会
に
先
立
ち
、
ࡒ
務
大
ਉ

の
ย
山
さ
つ
き
参
議
Ӄ
議

һ
が
来
場
し
、
あ
い
さ
つ
を

ड़
べ
た
。

来
ෂ
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

東
ト
協
連
の
௣
名
幸
子
会
௕

が
ס
ഋ
の
発
੠
を
行
い
、
会

場
は
׻
談
に
Ҡ
っ
た
。

そ
の
後
、
東
ト
協
の
ࡾ
村

Ғ
一
࿠
෭
会
௕
が
中
క
め
の

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

は
じ
め
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

ަ
通
Ҩ
ࣇ
等
ॿ
成
ࡒ
ஂ
・
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協

同
組
合
連
合
会
・
཮
上
貨
物

運
送
事
業
労
働
ࡂ
害
防
止
協

会
東
京
都
支
部
会
の
業
ք
４

ஂ
体
は
１
月
23
日
、
ઍ
代
ా

区
の
ఇ
国
ホ
ς
ル
東
京
で
ྩ

和
８
年「
東
京
ト
ラ
ッ
ク
業

ք
新
年
ަ
׻
会
」
を
開
࠵
し

た
。๯

಄
、
主
࠵
者
を
代
ද
し

て
東
ト
協
の
ਫ
野
ޭ
会
௕
が

新
年
あ
い
さ
つ
を
ड़
べ
た

（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。ਫ
野
会
௕
は
、

国
౔
ަ
通
ল
が
適
正
原
価
の

ࢉ
定
に
޲
け
て
実
施
し
て
い

な
お
、新
年
ަ
׻
会
に
は
、

自
༝
民
主
ౘ
東
京
都
支
部
連

合
会
所
ଐ
の
国
会
議
һ
や
東

京
都
議
会
議
һ
の
ほ
か
、
関

係
行
政
で
は
国
ަ
ল
本
ল
や

関
東
運
輸
ہ
、
東
京
都
な
ど

か
ら
、
多
਺
の
来
ෂ
が
出
੮

し
た
。

খ஑ࢯ

ࢯ౻޻

Ԭ໺ࢯ

ࢯా૿

ࢯԬࣉ

ਫ໺会௕

来
賓
あ
い
さ
つ

మ߯ઐ໳෦ձ
৽೥լ׻ަࢺձ

߯
ࡐ
༌
ૹ
の
՝
୊
Λ
ڞ
༗

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
と

業
界
の
社
会
的
地
位
向
上
へ

水
野
会
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

౦ژτϥοΫۀք౦ژτϥοΫۀք౦ژτϥοΫۀք
৽೥ަ׻ձ

ྺ࢙తͳ転׵期Λܴ͑
ಀͣ͞લਐへػ޷
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東
京
労
働
ہ
と
཮
上
貨
物

運
送
事
業
労
働
ࡂ
害
防
止
協

会（
཮
ࡂ
防
）
東
京
都
支
部

会
は
１
月
2ÿ
日
、
東
ト
૯
合

会
ؗ
で
、
ྩ
和
７
年
度「
ՙ

ް
生
労
働
ল
の
労
働
ࡂ
害

発
生
状
況（
速
報
஋
）に
よ

る
と
、
ྩ
和
７
年（
１
Ỗ
12

月
ྦྷ
ܭ
・
速
報
஋
）の
཮
上

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
ࢮ

๢
者
਺
は
6ÿ
人
で
、
前
年
同

ظ
ൺ
29
人（
29
・
９
％
）の

大
෯
な
ݮ
গ
と
な
っ
た
。
ࢮ

ই
者
਺（
休
業
４
日
以
上
）

は
１
ສ
４
２
０
２
人
で
、
同

８
２
７
人（
５
・
５
％
）
ݮ

গ
し
た（
以
下
、
૿
ݮ
は
前

年
同
ظ
ൺ
）。

ࢮ
ই
ࡂ
害
を

事
ނ
の
ܕ
ผ
に

み
る
と
、「
௢

མ
・
転
མ
」
３

７
３
３
人（
１

３
６
人
、
３
・

主
等
と
཮
運
事
業
者
と
の
連

ܞ
・
協
力
促
進
協
議
会
」
を

開
࠵
し
た
。

๯
಄
、
東
労
ہ
の
川
ຢ
म

࢘
労
働
基
準
部
௕
が
あ
い
さ

つ
し
、「
本
協
議
会

は
、
཮
上
貨
物
運
送

事
業
に
お
け
る
労
働

ࡂ
害
の
ݮ
গ
を
目
的

に
、
ՙ
主
と
཮
運
事

業
者
に
ՙ
役
作
業
の

安
全
対
策
Ψ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
の
ී
ٴ
促

進
を
図
る
も
の
で
、

今
回
で
７
回
目
の
開

࠵
と
な
る
」と
ड़
べ
、

さ
ら
に
、
ྩ
和
７
年

５
％
ݮ
）、「
転
౗
」
２
８
２

７
人（
69
人
、２
・
５
％
૿
）、

「
動
作
の
൓
動
・
無
理
な
動

作
」
２
３
６
０
人（
２
５
３

人
、
９
・
７
％
ݮ
）、「
は
さ

ま
れ
・
ר
き
込
ま
れ
」
１
３

４
１
人（
１
７
３
人
、
11
・

４
％
ݮ
）、「
ܹ
ಥ
」
８
４
８

人（
２
１
５
人
、20・２
％
ݮ
）

の
ॱ
に
多
い
。
こ
の
う
ち
、

「
転
౗
」
の
み
が
૿
加
し
て

い
る
。

一
方
、
ࢮ
๢
ࡂ
害
で
は
、

「
ަ
通
事
）ނ
道
路
）」
が
41

人
で
４
人（
10
・
８
％
）
૿

加
し
、
ࢮ
๢
ࡂ
害
全
体
の
約

６
ׂ
を
઎
め
た
。
次
い
で
多

い「
௢
མ
・
転
མ
」
が
９
人

で
、11
人（
üü
・
０
％
）の
大

෯
な
ݮ
গ
と
な
っ
て
い
る
。

全
産
業
で
は
、
ࢮ
ই
者
਺

は
12
ສ
１
４
６
３
人
で
前
年

同
ظ
ൺ
１
３
４
９
人（
１
・

１
％
）
ݮ
গ
し
、
ࢮ
๢
者
਺

も
６
３
４
人
で
同
40
人（
５
・

９
％
ݮ（
গ
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
全
産
業
の

ट
都
高
速
道
路
は
１
月
26

日
、
料
金
所
の
̚
̩
̘
ઐ
用

化
を
さ
ら
に
進
め
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
２
０
２
６

年
度
に
は
新
た
に
44
か
所
の

入
ޱ
料
金
所
を
̚
̩
̘
ઐ
用

と
し
、
ྦྷ
ܭ
１
３
４
か
所
に

拡
大
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ट
都
高
全
１
７
８
料
金
所
の

７
ׂ
ڧ
が
̚
̩
̘
ઐ
用
と
な

ࢮ
ই
ࡂ
害
を
事
ނ
の
ܕ
ผ

に
み
る
と
、「
転
౗
」は
３
ສ

４
４
３
７
人
で
１
６
６
４
人

（
５
・
１
％
）
૿
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
転
౗
ࡂ
害
防

止
に
޲
け
た
対
策
ڧ
化
が
改

め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

る
見
通
し
だ
。

同
社
は
、
̚
̩
̘
利
用
率

が
9ÿ
・
７
％
に
ୡ
し
て
い
る

現
状
を
౿
ま
え
、
ߋ
新
時
ظ

を
ܴ
え
た
料
金
所
の
リ
χ
ュ

ー
ア
ル
工
事
を
ॱ
次
実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、
本
線
料
金
所
の
利

用
の
あ
り
方
に
係
る
検
౼

も
進
め
、
４
号
新
宿
線
の
Ӭ

福
本
線
料
金

所
で
は
、
料

の
཮
上
貨
物
運
送
事

業
に
お
け
る
労
ࡂ

発
生
状
況（
速
報
஋
）

に
৮
れ
ࢮ、
๢
者
਺
、

針
な
ど
を
解
આ
し
た
。

続
い
て
、
同
部
の
神
子
୔

啓
࢘
؂
ಜ
課
௕
が
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改

ֵ
推
進
に
޲
け
た
取
り
組
み

を
આ
明
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

へ
の
自
主
点
検
を
通
じ
て
現

状
と
課
題
を
೺
Ѳ
す
る
と
と

も
に
、
商
׳
行
の
改
ળ
に
޲

け
、
労
働
基
準
؂
ಜ
署
に
よ

る
ՙ
主
へ
の
要
੥
、
東
労
ہ

と
関
東
運
輸
ہ
に
よ
る
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル
、
関
係
ল
庁
と

連
ܞ
し
た
ՙ
主
へ
の
要
੥
、

動
画
഑
信
な
ど
の
޿
報
活
動

を
展
開
し
て
い
る
と
し
た
。

ま
た
、
人
ࡐ
確
保
支
援
と
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ

た
求
人
支
援
を
ੵ
ۃ
的
に
行

っ
て
い
る
こ
と
を
঺
հ
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
東
京
運
輸
支

ہ
の
小
林
૱
ट
੮
運
輸
企
画

ઐ
໳
׭
が
、
改
正
物
流
法
や

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
の
֓

金
収
ड
に
伴
う
加
ݮ
速
を
解

ফ
す
る
Ϟ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
具

体
的
な
ܭ
画
・
設
ܭ
に
޲
け

た
調
整
を
行
う
と
し
て
い
る
。

̚
̩
̘
ઐ
用
Խ
޻
ࣄ
に
൐
͏

௨
ߦ
ࢭ
Ί
の
͓
஌
Β
ͤ

同
社
は
２
月
20
日
20
時
か

ら
３
月
31
日
23
時
ま
で（
予

定
）、
̚
̩
̘
ઐ
用
入
ޱ
の

拡
大
に
޲
け
た
料
金
所
の
リ

χ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
い
、

都
心
環
状
線（
内
回
り
）
ๅ

要
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ

ン
の
活
動
状
況
を
આ
明
。
適

正
化
ೋ
法
で
は
、
ҕ
ୗ
次
਺

の
制
ݶ
や
ҧ
法
な「
ന
ト
ラ
」

に
係
る
ՙ
主
等
へ
の
取
り
క

ま
り
が
今
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
一
方
、
許
可
ߋ
新
制
や

適
正
原
価
の
९
क
義
務
は
、

施
行
に
޲
け
て
現
在
検
౼
段

階
に
あ
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
཮
ࡂ
防
東
京
都

支
部
会
の
山
㟒
正
ઐ
務
理
事

（
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ઐ

務
理
事
）が
働
き
方
改
ֵ
関

連
法
へ
の
対
応
、人
ࡐ
確
保
、

標
準
的
運
௞
・
料
金
収
ड
の

促
進
な
ど
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
આ
明
。「
運
送
ਃ
込
・

ॻ
面
化
ア
プ
リ
」
આ
明
会
を

東
京
マ
ラ
ι
ン
ࡒ

ஂ
は
３
月
１
日
、「
東

京
マ
ラ
ι
ン
２
０
２

６
」の
開
࠵
に
伴
い
、

都
心
部
の
コ
ー
ス
お

よ
び
௚
ۙ
道
路
で
௕

時
間
の
ަ
通
規
制
を

行
う
。

ス
タ
ー
ト
地
点（
東
京
都

庁
周
ล
）で
は
ޕ
前
６
時
Ỗ

10
時
1ü
分
ࠒ
ま
で
、
フ
ỹ
χ

は
じ
め
֤
法
改
正
の
આ
明
会

を
開
࠵
し
、
事
業
者
の
対
応

へ
の
α
ϙ
ー
ト
や
周
知
ప
ఈ

の
た
め
の
޿
報
活
動
な
ど
を

報
ࠂ
し
た
。
そ
の
後
、
ՙ
主

と
཮
運
事
業
者
と
の
連
ܞ
・

協
力
の
促
進
に
つ
い
て
意
見

ަ
׵
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
協
議
会
に
は
東
労

ہ
と
東
運
支
ہ
の
ほ
か
、
཮

運
業
ք
ଆ
か
ら
東
ト
協
、
ՙ

主
ଆ
か
ら
東
京
経
Ӧ
者
協

会
、
東
京
都
中
小
企
業
ஂ
体

中
央
会
な
ど
の
経
済
ஂ
体
、

東
京
労
働
基
準
協
会
連
合

会
、
཮
ࡂ
防
東
京
都
支
部
会

を
は
じ
め
と
す
る
労
ࡂ
防
止

ஂ
体
関
係
者
ら
が
出
੮
し
た
。

ッ
シ
ュ
地
点（
東
京
駅

前
・
行
幸
通
り
周
ล
）

は
ޕ
前
７
時
Ỗ
ޕ
後
９

時
ࠒ
ま
で
、
ॱ
次
ަ
通

規
制
を
実
施
す
る
。
コ

ー
ス
ま
た
は
௚
ۙ
の
道

路
で
は
、
最
௕
で
14
時

間
以
上
に
わ
た
り
、
車
྆
の

通
行
が
ې
止
さ
れ
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
京
マ
ラ
ι
ン

２
０
２
６
の
公
ࣜ
α
イ
ト
を

参
র
。

町
入
ޱ
、
都
心
環
状
線（
内

回
り
・
外
回
り
）
ࣳ
公
Ԃ
入

ޱ
、５
号
஑
ା
線（
上
り
）๺

஑
ା
入
ޱ
、
中
央
環
状
線

（
外
回
り
）
小
ੁ
入
ޱ
の
５

か
所
で
通
行
止
め
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
年
度
予

定
さ
れ
て
い
た
̚
̩
̘
ઐ
用

入
ޱ
の
リ
χ
ュ
ー
ア
ル
工
事

は
׬
了
。
̚
̩
̘
ઐ
用
入
ޱ

は
合
ܭ
90
か
所
と
な
る
。

工
事
の
ৄ
ࡉ
は
、
ट
都
高

̚
̩
̘
ઐ
用
化
ಛ
設
α
イ
ト

を
参
র
。

ࢮ
ই
者
਺
と
も
に
前
年
よ
り

ݮ
গ
し
た
一
方
、
ՙ
役
作
業

中
の
ࡂ
害
が
多
い
現
状
を
ࢦ

ఠ
し
、
ߏ
内
作
業
や
設
備
改

ળ
な
ど
労
働
ࡂ
害
防
止
へ
の

一
層
の
協
力
を
ݺ
び
か
け
た
。

協
議
会
で
は
、
同
ہ
労
働

基
準
部
の
ࡾ
Ӝ
ྰ
安
全
課
௕

が
、７
年（
速
報
஋
）の
労
働

ࡂ
害
発
生
状
況
や
ࢮ
๢
ࡂ
害

事
例
、
ՙ
役
作
業
時
に
お
け

る
労
働
ࡂ
害
の
発
生
状
況
な

ど
に
つ
い
て
આ
明
。
ୈ
14
次

東
労
ہ
労
働
ࡂ
害
防
止
ܭ
画

の
目
標
ୡ
成
に
޲
け
、
改
正

労
働
安
全
Ӵ
生
関
係
法
ྩ
や

ՙ
役
作
業
の
安
全
対
策
Ψ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
職

場
に
お
け
る
ࠊ

௧
予
防
対
策
ࢦ

཮ӡۀ

死
亡・死
傷
前
年
比
で
減
少

「
転
倒
」
増
加
傾
向
顕
著
に

労災発生状況
ް࿑省̓೥ʢ଎ใ஋ʣ

ट
౎
ߴ

̚
̩
̘
ઐ
༻
ೖ
ޱ
֦
େ

2ý
年
度
̍
̏
̐
͔
ॴ
ʹ

౎
৺
෦
で
交
通
規
制

東京マラソン
݄̏̍ ೔։࠵

ՙ
໾
࡞
ۀ
࣌
の
࿑
ࡂ
๷
ࢭ
΁

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
遵
守
に
協
力
౦࿑ہ
཮ࡂ๷

荷
主
等
と
陸
運
業
と
の

連
携・協
力
促
進
協
議
会
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運行管理者試験テキスト

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
４
日
、ୈ
１
２
６
回「
ަ

通
対
策
ҕ
һ
会
」を
開
࠵
し
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք
に
お
け

る
ҿ
ञ
運
転
事
案
が
ґ
વ
と

し
て
ਂ
ࠁ
な
状
況
に
あ
る
と

し
て
、「
ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ
に

޲
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք

の
取
り
組
み
ڧ
化
に
つ
い

て
」を
ܾ
議（
ݪ
จ
ผ
ܝ
）し
、

改
め
て
業
ք
が
一
ؙ
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
ڧ
化
す
る
方

針
を
ࣔ
し
た
。

国
౔
ަ
通
ল
メ
ー
ル
マ
Ψ

ジ
ン「
事
業
用
自
動
車
安
全

通
信
」
に
よ
る
と
、
ྩ
和
７

年
中
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

ҿ
ञ
事
）ނ
物
ଛ
を
含
む
）・

事
案
は
、33
݅
発
生
。
੩
Ԭ・

大
ࡕ
・
ฌ
ݿ
・
޿
ౡ
が
֤
３

݅
、ಢ
໦
・
神
奈
川
・
新
ׁ
・

௕
野
・
石
川
が
֤
２
݅
と
多

く
、
東
京
で
も
１
݅
発
生
し

て
い
る
。
５
年
が
3ü
݅
、６

年
が
30
݅
と
、
高
止
ま
り
の

ッ
ク
運
送
業
ք
は「
安
全
で

安
心
な
輸
送
α
ー
Ϗ
ス
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
」
が
社
会

的
࢖
໋
で
あ
り
、
常
に「
安

全
」
を
最
༏
先
課
題
と
位
置

づ
け
、
事
業
展
開
を
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
が
関
係
す
る
ҿ
ञ

運
転
事
案
は
ґ
વ
と
し
て
後

を
ઈ
た
ず
、
国
౔
ަ
通
ল
の

ू
ܭ
に
よ
れ
ば
ྩ
和
６
年
中

に
は
30
݅
も
の
ҿ
ञ
事
案
が

൑
明
し
、
ྩ
和
７
年
中
に
は

33
（݅
速
報
஋
）も
の
ҿ
ञ

こ
と
で
、
こ
の
業
ք
の
社
会

的
信
པ
ੑ
は
ஶ
し
く
ࣦ
௢
し

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
ؑ

み
、
ҿ
ञ
運
転
と
い
う
൓
社

会
的
行
ҝ
の
ࠜ
ઈ
を
図
る
た

め
、
ୈ
１
２
６
回
ަ
通
対
策

ҕ
һ
会
で
は
、
業
ք
全
体
と

し
て
下
記
事
߲
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
関
係
者
一
ؙ
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
ڧ
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
業
ք

か
ら
ҿ
ञ
運
転
を
ࠜ
ઈ
す
る

こ
と
を
ܾ
議
す
る
。

国
౔
ަ
通
ল
は
、
例
年
引

ӽ
が
ू
中
し
、
ࠞ
ࡶ
が
ܹ
し

い
３
Ỗ
４
月
の
引
ӽ
時
ظ
の

分
ࢄ
化
に
޲
け
た
チ
ラ
シ

（
写
真
）を
作
成
・
഑
布
し
、

޿
く
利
用
者
に
対
し
て
協
力

を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。
य़
の

人
事
ҟ
動
や
入
学
・
転
ۈ
シ

ー
ζ
ン
の
引
ӽ
݅
਺
は
通
常

月
の
約
２
ഒ
に
な
る
こ
と
か

೶
林
ਫ
産
ল

は
、
Է
売
ࢢ
場

の
運
行
実
ଶ
や

物
流
現
場
の
課

題
を
೺
Ѳ
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実

ங
・
整
備
を
目
的
と
し
た
、

「
ྩ
和
６
年
度
࣋
続
可
ೳ
な

食
品
等
流
通
ۓ
ٸ
対
策
事
業

（
物
流
生
産
ੑ
等
޲
上
推
進

事
業
）」
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
。

調
査
は
Է
売
ࢢ
場（
青
果・

ਫ
産
・
Ֆ
き
）や
物
流
事
業

者
、
೶
業
協
同
組
合
を
対
象

と
し
、
ࢢ
場
ศ
に
お
け
る
共

同
輸
഑
送
や
ؼ
り
ՙ
の
確
保

状
況
、
コ
ス
ト
࡟
ݮ
効
果
な

ど
の
現
場
実
ଶ
を
定
ྔ
的
に

収
ू
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

収
ू
し
た
デ
ー
タ
は
、
輸

送
力
不
足
と
い
っ
た
物
流
ߏ

଄
上
の
課
題
؇
和
や
食
品
流

通
イ
ン
フ
ラ
ߏ
ங
・
整
備
、

同
ল
の
施
策
展
開
・
支
援
政

策
策
定
に
活
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
調
査
を
通
じ
て

食
品
流
通
現
場
の
੠
を
൓
映

し
、
政
策
や
支
援
制
度
の
見

௚
し
に
つ
な
げ
、
国
民
一
人

ͻ
と
り
の
食
料
安
全
保
障
の

確
立
に
寄
༩
す
る
こ
と
を
目

ࢦ
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
パ
ι
コ

ら
、
ϐ
ー
ク

時
ظ
の
ࠞ
ࡶ

回
ආ
が
利
用

者
に
と
っ
て

大
き
な
メ
リ

ッ
ト
に
な
る

と
し
て
い

る
。
今
य़
は

施
し
て
い
る
。
࣋
続
可
ೳ
な

食
品
流
通
イ
ン
フ
ラ
の
ߏ

事
案
が
確
認
さ
れ
、
業
ք
が

目
ࢦ
す
ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ
に
は

至
ら
ず
、૿
加
܏
޲
に
あ
り
、

ۃ
め
て
ة
機
的
状
況
に
あ
り

ま
す
。

一
方
、
社
内
体
制
を
確
立

し
た
う
え
で
ҿ
ञ
運
転
を
ࠜ

ઈ
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ん
の

一
Ѳ
り
の
心
無
い
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
引
き

ى
こ
す
ҿ
ञ
運
転
に
よ
り
、

「
運
送
業
ք
全
体
の
体
質
的

な
問
題
」
と
と
ら
え
ら
れ
る

１
⁒֤
事
業
所
に
お
い
て
は
、

所
ଐ
の
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
の
ҿ
ञ
運
転
し
な
い
こ

と
の
એ
੤
ॻ
の
署
名
活
動
な

ど
を
展
開
し
、
ҿ
ञ
運
転
ࠜ

ઈ
を
図
る
。

２
⁒
ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ
を
図
る

た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
ث

が
正
し
く
࢖
用
で
き
る
こ
と

の
再
確
認
と
併
せ
、
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
ث
に
よ
る
ञ
気
帯

び
の
有
無
の
確
認
の
ప
ఈ
を

図
る
と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー

ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
૷
置
の

ಋ
入
な
ど
に
よ
る
ҿ
ञ
運
転

防
止
に
޲
け
た
ハ
ー
ド
対
策

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

３
⁒
֤
都
道
෎
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
お
い
て
は
、
ҿ
ञ
運

転
ࠜ
ઈ
に
޲
け
た
セ
ϛ
φ
ー

の
開
࠵
な
ど
を
通
じ
、
ҿ
ञ

運
転
ࠜ
ઈ
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
会
һ
事
業
者

が
関
係
し
た
ҿ
ञ
運
転
に
つ

い
て
は
、
会
һ
事
業
者
へ
の

速
や
か
な
情
報
఻
ୡ
手
法
を

活
用
し
た
再
発
防
止
対
策
の

ప
ఈ
を
図
る
。

状
況
が
続
い
て
い
る
。
同
ҕ

で
は
、
֤
県
ト
協
の
取
り
組

み
状
況
を
報
ࠂ
し
、
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

ɹ
ɹ
ɹ
˖
ɹ
ɹ
ɹ
˖

ҿ
ञ
ӡ
స
ࠜ
ઈ
に
޲
͚
ͨ
τ

ラ
ỽ
ク
ӡ
ૹ
ۀ
ք
の
औ
Γ
૊

Έ
ڧ
化
に
ͭ
͍
ớͯ
ܾ
ٞ
Ờ

国
౔
ަ
通
ল
が
策
定
し
た

「
૯
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

５
」
に
お
い
て
は「
ҿ
ञ
運

転
θ
ロ
」
を
目
標
と
し
、
ま

た
、
今
後
の
５
か
年
ܭ
画
で

の
次
ظ
૯
合
安
全
プ
ラ
ン
の

策
定
に
お
い
て
も
、
当
વ
の

こ
と
な
が
ら
ҿ
ञ
運
転
θ
ロ

が
必
ୡ
の
目
標
で
あ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
ք
に
お
い
て

も
目
標
ୡ
成
に
޲
け
、
ド
ラ

イ
バ
ー
等
に
対
す
る
֤
छ
啓

発
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
再

発
防
止
に
ੵ
ۃ
的
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
ト
ラ

国
ަ
ল
は
１
月
22
日
、
ୈ

１
回「
国
౔
ަ
通
ল
自
動
運

転
社
会
実
現
本
部
」（
本
部

௕
：
金
子
ګ
೭
国
౔
ަ
通
大

ਉ
）会
議
を
開
࠵
し
た
。

同
本
部
は
、
自
動
運
転
社

品
川
区
・
ܯ
ࢹ
庁
は
３
月

８
日
、「
し
な
が
わ
シ
ς
ỹ

ラ
ン
２
０
２
６
」
開
࠵
に
伴

い
、
区
内
の
コ
ー
ス
お
よ
び

௚
ۙ
道
路
で
ޕ
前
８
時
30
分

か
ら
11
時
ま
で
ަ

通
規
制
を
行
う
。

ス
タ
ー
ト
地
点

（
し
な
が
わ
区
民

公
Ԃ
）か
ら
چ
東

会
の
早
ظ
実

現
に
޲
け
た

取
り
組
み
を

ڧ
力
に
推
進

す
る
と
と
も

に
、
ී
ٴ
に

伴
う
社
会
変

容
へ
の
対
応

に
つ
い
て
検

౼
す
る
こ
と

を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ

た
。

ւ
道
経
༝
で
品
川
;
಄
橋

を
ં
り
ฦ
し
地
点
と
し
、

京
浜
運
Տ
྘
道
経
༝
で
フ
ỹ

χ
ッ
シ
ュ
地
点（
大
Ҫ
ڝ
അ

場
）ま
で
、ॱ
次
ަ
通
規
制
を

実
施
す
る
。
コ
ー
ス
お
よ
び

周
ล
道
路
で
は
、
車
྆
の
通

行
が
ې
止
さ
れ
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
し
な

が
わ
シ
ς
ỹ
ラ
ン

２
０
２
６
ಛ
設
α

イ
ト
を
参
র
。

会
議
で
は
๯
಄
、
金
子
大

ਉ
は「
２
０
２
７
年
度
に
は

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
社
会

実
૷
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

自
動
運
転
は
、
労
働
力
不
足

な
ど
と
い
っ
た
զ
が
国
の
社

や
す
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た

具
体
的
な
効
果
が
ڍ
げ
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
引
ӽ
事
業
者
の
選

୒
で
೰
ん
だ
場
合
に
は
、
安

全
・
安
心
な
引
ӽ
α
ー
Ϗ
ス

を
提
供
す
る
と
全
ト
協
が
認

定
し
た「
引
ӽ
安
心
マ
ー
ク

（
引
ӽ
事
業
者
༏
ྑ
認
定
制

度
）」
の
事
業
者
を
利
用
す

る
よ
う
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

会
課
題
を
解
ܾ
す
る
た
め
の

ڧ
力
な
切
り
ࡳ
で
あ
り
、
１

日
も
早
く
本
格
的
な
自
動
運

転
社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
当
本
部
の
議
論

を
౿
ま
え
、
本
格
的
な
自
動

運
転
社
会
の
早
ظ
実
現
に
޲

け
た
取
り
組
み
を
ڧ
力
に
進

め
て
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

同
本
部
で
は
今
後
、
ワ
ー
Ω

ン
ά
ά
ル
ー
プ
を
ෳ
਺
回
開

࠵
し
、６
月
ま
で
に
中
間
取

り
ま
と
め
を
行
う
予
定
。

ま
た
、
同
会
議
開
࠵
に
先

立
ち
、
国
ަ
ল
の
ற
車
場
に

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

展
ࣔ
さ
れ
、
金
子
大
ਉ
が
ࢹ

࡯
し
た（
写
真
）。

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
୺
຤
、
ス

マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
か
ら
の
̬
̴

̱
入
力
ܗ
ࣜ
で
回
౴
が
可
ೳ

で
、
ࠨ
記
ೋ
次
ݩ
コ
ー
ド
に

ア
ク
セ
ス
し
回
౴
す
る
。
回

౴
ظ
ݶ
は
、
調
査
ظ
間
の
Ԇ

௕
に
よ
り
２
月
20
日
ま
で
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
＝（
調

査
事
務
ہ
）
流
通
経
済
ݚ
ڀ

所
೶
業・地
Ҭ
ৼ
ڵ
部
໳（
ὸ

03
・
５
２
１
３
・
４
５
３

４
、̛
̖
̭
03
・
５
２
７
６
・

５
４
５
７
、
メ
ー
ルMPHJ@

DI
FDL!

EFJ�PS�KQ

）

ಛ
に
、３
月
14
日
か
ら
４
月

５
日
に
か
け
て
ࠞ
ࡶ
が
予
૝

さ
れ
る
。

引
ӽ
時
ظ
を
最
ൟ
๩
ظ
か

ら
ආ
け
た
利
用
者
の
੠
も
঺

հ
さ
れ
て
お
り
、「
ϐ
ー
ク

を
ආ
け
た
引
ӽ
で
料
金
が
安

く
な
っ
た
」「
ै
業
һ
の
引
ӽ

に
係
る
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
た
」「
予
約
が
取
り

ೋ࣍ݩίーυ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

全ト協

国交省　自動運転社会実現本部

自動運転社会の早期実現へ

７
年
中
33
件
の
飲
酒
事
案

飲酒運転根絶へ取り組み強化を決議

３月８日開催

しながわ
シティラン
２０２６

区
内
で
交
通
規
制

ピ
ー
ク
時
期
の
混
雑
回
避
を

国
交
省

持続可能な食品等
流通緊急対策事業

農
水
省

６
年
度

回
答
期
限
２
月
20
日
ま
で
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２
月
早
々
、

「
義
理
チ
ョ
コ
」

な
る
も
の
を
い

た
だ
い
た
。
２

月
14
日
は
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
。
い
ま
だ

日
本
で
は
、
様
変
わ
り
し

つ
つ
も
、
手
を
替
え
品
を

替
え
、
熱
い
商
戦
が
展
開

さ
れ
て
い
る
◆
チ
ョ
コ

は
、
産
休
に
入
る
Ｓ
子
さ

ん
が
部
署
の
仲
間
に
手
渡

し
て
く
れ
た
も
の
。
可
愛

い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

の
裏
面
に
は
「
有
機
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
」
と
記
さ
れ
、

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
」

の
印
も
あ
っ
た
◆
開
発
途

上
国
の
生
産
者
や
労
働
者

か
ら
原
料
・
製
品
を
「
適

正
価
格
」
で
継
続
的
に
購

入
す
る
「
公
平
・
公
正
な

貿
易
の
仕
組
み
」
が
「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」。「
国
際

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
ラ

ベ
ル
」
が
目
印
で
、
安
心

・
安
全
な
美
味
し
い
チ
ョ

コ
を
選
べ
て
、
生
産
者
を

支
援
で
き
る
の
が
魅
力
で

あ
る
◆
映
画『
シ
ョ
コ
ラ
』

を
思
い
出
す
。
村
の
人
々

が
、
母
娘
が
売
る
不
思
議

な
美
味
し
さ
の
チ
ョ
コ
に

魅
了
さ
れ
、
心
を
解
き
ほ

ぐ
さ
れ
て
い
く
物
語
だ
。

実
際
、
古
代
マ
ヤ
人
は
カ

カ
オ
が「
心
の
扉
を
開
く
」

と
信
じ
て
い
た
。
確
か
に

カ
カ
オ
に
は
気
分
を
高
揚

さ
せ
、
幸
福
感
を
促
進
す

る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る

よ
う
だ
◆
作
る
人
た
ち
に

も
、
食
べ
る
人
た
ち
に
も

や
さ
し
い
チ
ョ
コ
を
選
ん

で
く
れ
た
Ｓ
子
さ
ん
は
、

思
い
や
り
の
あ
る
お
母
さ

ん
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

リストの言葉を盤面に埋め
てください。言葉はすべて
「上から下」または「左から右」
に入ります。完成後、解答欄
にできる言葉が答えです。

スケルトン

by 冴戒 椎也
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［
リ
ス
ト
］

［ 解答欄 ］

※�小さい「ュ」などは大きな「ユ」などと同じものとして
扱ってください。

●３文字
コユキ（小雪）
ユキヨ（雪夜）

●４文字
コナユキ（粉雪）
シンセツ（新雪）
セキセツ（積雪）
タイセツ（大雪）
ハツユキ（初雪）
ユキカキ（雪かき）
ユキムシ（雪虫）

●５文字
ササメユキ（細雪）
シュンセツ（春雪）
ボタンユキ（牡丹雪）
ユキシグレ（雪時雨）
ユキツバキ（雪椿）
ユキノシタ（雪の下）
ユキボウシ（雪帽子）
ユキマツリ（雪まつり）

●６文字
シラユキヒメ（白雪姫）
ユキガッセン（雪合戦）
ユキゲショウ（雪化粧）

　　　　　　　　　官製はがきに、
①答え②あなたの郵便番号・住所
③会社名④氏名⑤年齢⑥本紙への
ご意見・ご要望を明記し、お送りく
ださい。正解者の中から抽選で３名
様に図書カード（1,000円分）をプレ
ゼント。
☆�インターネットでのご応募も可能
です。
　https://www.totokyo.or.jp/
☆�インターネット応募の場合、解答
フォームをご利用ください。東ト協
ＨＰトップ「会員の皆様へ」をクリッ
クし、「東京都トラック時報」から
「パズル＆クイズ解答フォーム」へ。

●宛先（はがき応募の場合）
〒160‒0004��新宿区四谷３‒１‒８
（一社）東京都トラック協会
総務部広報・情報Ｇ「トラック時報」係

●締め切り
２月末日（正解は３月10日号に掲載）

★�１月10日号「初春間違い探し」の
　正解は「９か所」でした。

応 募 方 法

部
に
当
た
る「
氷
川
」は
、か
つ
て
神

奈
川
県
西
多
摩
郡
氷
川
村
だ
っ
た
が
、

町
制
施
行
や
合
併
を
経
て
、
奥
多
摩

町
が
発
足
し
た
。
地
名
は
現
在
も
大

字（
氷
川
）と
し
て
残
る
。

奥
多
摩
と
い
え
ば
、
現
在
も
石
灰

石
の
採
掘
が
盛
ん
な
エ
リ
ア
。
浅
野

セ
メ
ン
ト
が
日
原
地
区
に
露
出
し
た

石
灰
岩
層
を
整
備
し
、セ
メ
ン
ト
原

料
の
供
給
源
と
し
て
、鉱
床
一
帯
の
山

林
を
買
収
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。
そ

の
後
、
京
浜
地
区
へ
の
石
灰
石
輸
送
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新
宿
か
ら
中
央
線
で
立
川
を
経
て

下
る
こ
と
約
１
時
間
40
分
、
終
着
の

奥
多
摩
駅
に
到
着
す
る
。
青
梅
を
過

ぎ
る
と
路
線
環
境
は
一
転
し
、

青
梅
線
の
列
車
は
山
間
部
を
縫

う
よ
う
に
し
て
駆
け
上
が
っ
て

い
く
。
奥
多
摩
駅
は
都
内
で
最

も
西
に
位
置
し
、
標
高
は
３
４

３
㍍
。
都
内
に
あ
る
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
を
除
い
た
鉄
道
駅
で
は
、

最
も
高
い
場
所
に
位
置
す
る
。

同
駅
は
、１
９
４
４（
昭
和
19
）年
、

を
目
的
に
奥
多
摩
電
気
鉄
道
が

設
立
さ
れ
、
鉄
路
を
敷
設
し
た

が
、
開
業
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て

国
に
買
収
さ
れ
、
青
梅
線
と
し

て
現
在
に
至
る
。
な
お
、
鉄
道

に
よ
る
貨
物
輸
送
は
、１
９
９
８

（
平
成
10
）
年
に
そ
の
役
目
を
終
え

た
。奥

多
摩
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り
立
つ

と
、
山
肌
に
寄
り
添
う
よ
う
に
奥
多

摩
工
業
の
プ
ラ
ン
ト
が
要
塞
の
ご
と

く
鎮
座
し
て
い
る
。
氷
川
小
学
校
を

横
目
に
山
道
を
進
む
と
、
杉
林
の
切

れ
間
か
ら
鉄
橋
と
鉄
路
が
見
え
て
き

た
。
石
灰
石
を
工
場
へ
運
ぶ
た
め
の

曳
鉄
線
で
、ケ
ー
ブ
ル
に
引
か
れ
た
台

車
が
鉄
路
を
行
き
来
す
る（
写
真
）。

そ
の
風
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

こ
こ
が
東
京
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
だ
。

奥
多
摩
湖
を
懐
に
渓
谷
を
抱
え
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
も
相
ま
っ
て
、ハ

イ
カ
ー
の
姿
も
多
い
。
山
間
に
残
る

無
人
ト
ロ
ッ
コ
の
た
た
ず
ま
い
は
、
隠

れ
た
奥
多
摩
の
珍
名
所
と
い
え
る
。

山
間
の
ト
ロ
ッ
コ

当
時
の
町
名
に
ち
な

み「
氷
川
駅
」
と
し

て
開
業
し
、
１
９
７

１（
昭
和
46
）
年
に

現
在
の「
奥
多
摩
駅
」

と
改
称
さ
れ
た
。

奥
多
摩
町
の
中
心

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

１
．
労
働
基
準
法
改
正
案
に

つ
い
て

本
紙
前
々
号（
１
月
10
日

号
）に
取
り
上
げ
た
労
働
基

準
法
の
改
正
案
は
、
当
初
、

今
年
の
通
常
国
会
へ
の
提
出

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
提
出
が
見
送
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
は
引
き
続

き
、
労
働
政
策
審
議
会
等
で

の
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

に
法
案
が
提
出
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
の
改
正
法
施
行
は
い
っ
た

ん
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

２
．
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
等
の
改
正

社
会
連
帯
の
理
念
を
基
盤

に
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯

を
全
世
代
・
全
経
済
主
体
が

支
え
る
新
し
い
分
か
ち
合

い・連
帯
の
仕
組
み
と
し
て
、

今
年
４
月
か
ら「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
」
の
徴
収
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
は
今
年
４
月

分
の
保
険
料
か
ら
健
康
保
険

料
と
合
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
、

そ
の
金
額
は「
標
準
報
酬
月

額
×
支
援
金
率
＝
毎
月
の
支

援
金
額
」
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
被
用
者
保
険（
協
会
け

ん
ぽ
・
健
康
保
険
組
合
・
共

済
組
合
）に
お
け
る
今
年
度

の
支
援
金
率
は
、０
・
23
％

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
障
害
者
雇
用
促
進
法
の

改
正今

年
７
月
以
降
、
民
間
企

業
の
障
害
者
法
定
雇
用
率

は
、
現
在
の
２
・
５
％
か
ら

２
・
７
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
障
害

者
の
雇
用
義
務
が
生
じ
る
事

業
主
の
範
囲
は
、
常
時
40
人

以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
か
ら
、
常
時
37
・
５

人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
主
へ
と
拡
大
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
道
路
貨
物
運

送
業
に
つ
い
て
は
10
％
の
除

外
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
常
時
42
人
以
上
の
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
障

害
者
の
雇
用
義
務
が
あ
る
事

業
主
は
、
毎
年
６
月
１
日
時

点
で
の
障
害
者
雇
用
状
況
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ

る
ほ
か
、
障
害
者
の
雇
用
促

進
と
継
続
を
図
る
た
め
、
障

害
者
雇
用
推
進
者
を
選
任
す

る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
ま

す
。

４
．
労
働
施
策
総
合
推
進
法

の
改
正

今
回
の
法
改
正
で
は
、
職

場
外
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
カ
ス
ハ
ラ
）

と
採
用
段
階
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
新
た
に
法
的
義

務
の
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し

た
。カ

ス
ハ
ラ
と
は
、
次
の
３

つ
の
要
素
を
す
べ
て
満
た
す

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
顧
客
、
取
引
先
、
施
設

利
用
者
そ
の
他
の
利
害
関
係

者
が
行
う
こ
と

②
社
会
通
念
上
、
許
容
さ

れ
る
範
囲
を
超
え
た
言
動
で

あ
る
こ
と

③
労
働
者
の
就
業
環
境
を

害
す
る
こ
と

カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
策
は
、

公
布
日
で
あ
る
２
０
２
５
年

６
月
11
日
か
ら
１
年
６
か
月

以
内
に
施
行
さ
れ
る
予
定

で
、
今
年
10
月
１
日
の
施
行

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
事
業
主
に
は
カ

ス
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め
の

雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
セ
ク
ハ
ラ
）対
策
は
、主
に

在
職
中
の
労
働
者
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後

は
、
採
用
選
考
過
程
に
あ
る

求
職
者
・
内
定
者
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
も
対
象

に
含
ま
れ
ま
す
。
採
用
面
接

時
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
場
に
お
け
る
、
求
職
者
や

内
定
者
に
対
す
る
セ
ク
ハ

ラ（
就
活
セ
ク
ハ
ラ
）を
防

止
す
る
た
め
、
事
業
主
に
は

雇
用
管
理
上
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
義
務
が
課
さ
れ
ま

す
。
主
な
内
容
は
、
次
の
通

り
で
す
。

⑴
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
義
務

化
事
業
主
が
講
ず
べ
き
具
体

的
な
措
置
の
内
容
等
は
、
次

の
通
り
で
す
。

①
事
業
主
の
方
針
等
の
明

確
化
お
よ
び
そ
の
周
知
・
啓

発
②
相
談
体
制
の
整
備
・
周

知
③
発
生
後
の
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
・
抑
止
の
た
め
の

措
置な

お
、
自
社
の
労
働
者
が

取
引
先
等
の
他
社
の
労
働
者

に
対
し
て
カ
ス
ハ
ラ
を
行
っ

た
場
合
、
当
該
取
引
先
等
の

事
業
主
か
ら
事
実
確
認
等
の

措
置
に
関
す
る
必
要
な
協
力

を
求
め
ら
れ
た
際
は
、
こ
れ

に
応
じ
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑵
求
職
者
等
に
対
す
る
セ

ク
ハ
ラ
対
策
の
義
務
化

求
職
者
等（
採
用
選
考
過

程
に
あ
る
求
職
者
・
内
定

者
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参

加
者
）に
対
し
て
も
、
セ
ク

ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
、
事
業
主
の
義
務
と
な
り

ま
す
。
具
体
的
な
措
置
の
内

容
等
は
、次
の
通
り
で
す
。

①
事
業
主
の
方
針
等
の
明

確
化
お
よ
び
そ
の
周
知
・
啓

発（
例
：
面
談
時
の
ル
ー
ル

を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く

な
ど
）

②
相
談
体
制
の
整
備
・
周

知
③
発
生
後
の
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応（
例
：
相
談
へ
の

対
応
、被
害
者
へ
の
謝
罪
等
）

さ
ら
に
、
カ
ス
ハ
ラ
お
よ

び
求
職
者
等
へ
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
、
国
、
事
業

主
、
労
働
者
、
顧
客
等
の
そ

れ
ぞ
れ
の
義
務
も
明
確
化
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
事
業
主
・
労
働
者
・
顧

客
等
の
責
務
と
し
て
、
他
の

労
働
者
に
対
す
る
言
動
に
注

意
を
払
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

加
え
て
、
国
の
責
務
と
し

て
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
と
の
規
範
意
識
を
、
国
民

に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
う
こ
と
も
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
必
要
に
応
じ
て

法
改
正
情
報
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
が
、
今
年
４
月
以
降

は
、
い
よ
い
よ「
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応

状
況
に
つ
い
て
、
行
政
庁
に

よ
る
臨
検
・
調
査
が
実
運
送

事
業
者
に
対
し
て
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。
改
め
て
、
そ

の
対
応
に
関
し
て
再
確
認
を

行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

今
回
は
、前
回
に
引
き
続
き
、人
事

労
務
管
理
関
連
の
法
改
正
の
概
要
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。




